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南部町はごみの少なさ県内７位！

　南部町は「ごみの排出量」が県内でも７番目に少なく、全国平均（947 ｇ）と比べても少な
い量となっています。しかし、リサイクル率を見ると県内で 29位、全国（20.6％）と比べると
半分程度の数値となります。一人ひとりのごみ排出量を減らし、資源ごみに分け、リサイクル率
を上げましょう。

リサイクル
Recycle

新たに再生利用

リユース
Reuse

再使用する

リデュース
Reduce

ごみを減らす

ごみの量を減らすには町民

一人ひとりが「リデュース」

「リサイクル」「リユース」

の３Ｒの行動を心がけるこ

とが大切です

知っていますか。南部町のごみの量（26年度）

１人１日あたりの
ごみ排出量 リサイクル率

798ｇ
（県内７位）

10.7％
（県内29位）

青森県：1,046g
全　国： 947g

青森県：13.5％
全　国：20.6％１位との差

は 157g
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　合言葉は３つの「きる」！　ごみ排出量をさらに減らしましょう
RReduceeduce

　ちょっとした心がけ！　繰り返し使えるものは再使用
RReuseeuse

缶・ビン・ペットボトルの他に、こんなものも「雑紙（ざつがみ）」としてリサイクルできます。
雑紙は燃えるごみではなく資源ごみへ出して、リサイクル率を上げましょう。

その他紙（雑がみ）とは

　心がけようリサイクル！　雑紙はごみではなく資源です
RRecycleecycle

紙類分別のポイント

袋にまとめて

ひもで束ねるまたは紙
ひも付紙袋に入れる

紙袋を利用した場合

書籍、冊子類
　 （表紙が紙でなくても中身が紙製であればそのままで良い）
　 （例）ノート、辞書、百貨辞典、手帳など
事務処理上不要となった紙類
　 （ホチキスや小さいクリップはできるだけ取り除く）
　 （例）各種書類、伝票（ノーカーボン）など
紙袋、封筒、官製はがき、名刺、紙製ファイル
　 （ファイルの止め具や窓付封筒のビニールは取り除くこと）
包装紙、紙箱
　 （ティッシュ外箱はビニールを取り除くこと）
その他
　 （例）カレンダーやトイレットペーパーの芯など

・一度買ったものは大切に使い、修理しながらできるだけ長く使う。
・詰替式の商品を買ったり、使い捨て商品の使用を控える。
・一時的に必要なものについては、リースやレンタル方式などを利用する。

①ごみを水でぬらさない
　・皮むきなどは洗う前に行い、分けておくことでぬらさないようにする
②水を切る
　・三角コーナーを傾けておき、一晩置く
　・新聞紙で包んで水分を吸収させる
　・ペットボトルなどで上から押し、水をしぼる
　・お茶がらやティーバッグなどは乾燥させてからごみに出す　　　など

＜できることから始めましょう＞

食材は使いきる
料理は食べきる
生ごみは水気をきる 生ごみの 70 ～ 80％は水分です…

食品ロスをなくしてごみの減量
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まちの話題

　青森県空手道選手権大会が５月５日に弘前市で行
われ、町空手道協会（なんぶスポーツ少年団）の選
手が、好成績を収めました。
　県大会上位入賞者の内、５人の選手（右表の網か
けの選手）が、７月 30日から岩手県盛岡市で開催
される全国大会への出場権を獲得しました。
　全国大会でも日頃の練習の成果を発揮して頑張っ
てください。

来場者とふれあう小西さん 本堂の静かな空気の中でのヨガ体験 稚児行列のゴールではなべまるがお出迎え

住職から説明を聞く歴史巡りツアー 座禅で自分を見つめ直す参加者 野点でお茶を飲みながらお花見

南部町空手道協会の選手が全国大会出場
全国でも最高の成績を

大会に出場し、活躍した選手たち大会に出場し、活躍した選手たち
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個人戦 形 組手
佐々木 皇

こう

汰
た

君 （向小４年） 第３位 ―

工藤 那
な

月
つき

君 （向小４年） 優　勝 ―

工藤 功
こう

貴
き

君 （向小４年） ― 第３位

庭田 佳奈子 さん（福田小６年） 準優勝 ―

鳥
とりがた

潟 和真 君 （名久井小４年） ― 準優勝

丸子 幸
こうしろう

志郎 君 （剣吉小２年） 第３位 ―

佐々木 俐
り く

玖 君 （剣吉小５年） 第３位 ―

丸子 慶
けいじろう

二郎 君 （剣吉小５年） 準優勝 優　勝

丸子 眞
ま お

央 さん（名川中２年） 優　勝 準優勝

川村 正
まさあき

明 君 （名川中３年） ― 優　勝

佐々木 瑠
る い

唯 さん（名川中３年） 準優勝 ―

個人戦 組手
丸
まる

子
こ

 眞
ま お

央 さん（名川中２年） 第２位

青森県空手道選手権大会（５月５日開催）

東北中学生空手道選手権大会（５月８日開催）

南
部
町
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TOWN　TOPICS

　４月 25日、福地小学校少年消防クラブ認証式
が同校体育館で行われ、４年生全児童 18人が新
たに少年消防クラブへの仲間入りをしました。
　クラブ員の制服に袖を通し、緊張した面持ちの
４年生児童を代表し高橋昊

ひろ

澄
と

くんが、三戸消防
署福地分遣所の高橋敏美所長からクラブ員証を
授与されました。４～６年生までの総勢 48人と
なったクラブ員らは「火災予防への知識を高め、
火に気を付ける気持ちを養います」と宣言しまし
た。

　南部町さくらの会（川井健一会長）が、長年に
わたり、桜の保護や植樹などに貢献したとして、
日本さくらの会からさくら功労者表彰を受賞し、
４月 25日に工藤町長へ報告しました。
　「これまでの活動が認められての表彰だと思い
ます。おめでとうございます」とお祝いを述べる
工藤町長に、川井会長は「皆さんのご協力のおか
げ。これからは、世界中の桜を南部町に植栽する
活動を進めていきたい」と今後の活動への意欲を
語りました。

　４月 29日に「三戸地区消防連絡協議会観閲式」
が開催され、南部、三戸、田子町の消防団約 990
人が地域防災へ向けて決意を新たにしました。
　当日は雨天により、分列行進などを省略して実
施。名川中学校体育館で行われた式典では、長年
消防団活動に従事・貢献してきた方々に対して表
彰が行われたほか、幼年消防クラブの園児による
演技や南部町と田子町の女性分団員が一体となっ
て隊列行動を行う「通常点検」を披露し、会場は
拍手に包まれました。

　うぐいすマラソン大会が、４月 24日にふくち
運動公園を発着に開催され、前年より約 150 人
多い約 860 人がうぐいすの声が響く青空の下、
健脚を競いました。
　３歳から 80歳の幅広い年代の参加者は、３㌔、
５㌔、10㌔の３つのコースに分かれて参加。ス
ターターの工藤町長がピストルを鳴らすと、コー
スごとの参加者が、一斉にふくち運動公園を飛び
出し、法師岡や杉沢地区をひた走り、さわやかな
汗を流しました。

（左から）夏堀德八志副会長、川井会長、工藤町長 それぞれのペースでコースを走る参加者たち

誓いの言葉を述べる児童たち 敬礼する３町の消防団長

防火への気持ちを養う

南部町に世界中の桜を植えたい

地域防災へ向けて決意新たに

うぐいす鳴く中　健脚競う

少年消防クラブ認証式

南部町さくらの会　さくら功労者表彰を受賞

三戸地区消防連絡協議会　観閲式

うぐいすマラソン大会
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まちの話題

　４月 26日、達者村づくり委員会委嘱書交付式
が剣吉公民館で行われ、町内 19団体の代表者が
委員に委嘱されました。
　委嘱にあたり工藤町長は「笑顔あふれる明るい
南部町を目指して、達者村の活動推進をお願いし
ます」とあいさつ。その後行われた第 1回会議
では、委員長に川守田義雄さん（下名久井）が、
今期から２人体制となる副委員長には、川井健一
さん（福田）と坂上愛子さん（剣吉）が選任され
たほか、28年度の事業計画を確認しました。

　５月 10日に「まべち笑楽校」の第４期生の入
学式が、剣吉公民館で開催され、20 人の新入生
が新たに学校生活をスタートしました。
　まべち笑楽校は、65 歳以上の高齢者が生きが
いづくりを目的に学校形式で学びながら交流を深
めることを目的に実施され、国語や算数のほか、
町の歴史を学んだり修学旅行なども計画されてい
ます。式では新入生代表の浅坂洋子さん（杉沢）
が「まべち笑楽校としての誇りを持ち、笑顔で楽
しく学び合います」と誓いの言葉を述べました。

　高齢者の閉じこもり防止などを目的に、月１
回集まり交流する場である「よりあいっこ」で、
鳥舌内地区と鳥谷地区の高齢者らが、不要なタ
オルなどでぞうきんを作り、100 枚を名川南小
学校へ寄贈しました。
　５月 11 日に名川南小学校で行われた寄贈式で
は、よりあいっこを代表し、松本誠一（鳥舌内）
と若本と子さん（鳥谷）が、「掃除に役立ててく
ださい」と笑顔でぞうきんを手渡し、児童は「大
事に使います」と受け取りました。

　５月５日、片岸町内会マラソン大会実行委員会
（滝田康雄会長）は、「第１回ねぎや祭り福男、福
女、マラソン大会」を開催し、３グループに分か
れた福地小児童 44人が片岸集落から御嶽神社ま
でを爽やかな汗を流しながら完走しました。
　沿道には児童を応援する家族や地域の方が集ま
り「がんばれ」などの声援で賑わいました。
　滝田会長は「町内会が団結して運営し、児童の
父母からも大変好評だった。毎年開催して地域を
盛り上げていきたい」と笑顔で語りました。

まべち笑楽校オリジナルの校歌を歌う新入生たち 大会は町内会の有志ら約 30人が役割分担して運営

委嘱書を受け取る川守田義雄さん㊧ 若本さん（左から３人目）と松本さん（右から２人目）

達者村活動のさらなる推進を目指す

65歳以上の新入生 20人が入学

掃除に役立てて　ぞうきん100枚を寄付

地域主催によるマラソン大会

達者村づくり委員会委嘱書交付式

まべち笑楽校　入学式

鳥舌内・鳥谷よりあいっこ　南小へぞうきん寄贈

第１回ねぎや祭り福男、福女、マラソン大会
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TOWN　TOPICS

　５月 12、13 日の２日間、県立名久井農業高等
学校１年生が農作業支援活動を実施しました。 
　生徒たちは町内の受入農家に班ごとに分かれ、
りんごの摘花作業や堆肥配り、農産品の加工作業
等を行いました。
　入学間もなく農作業に不慣れな生徒がほとんど
でしたが、受入農家の方々からは、「摘花が上手
になったね」「良く働いてくれて助かる」と、お
褒めの言葉をいただいていました。
　農作業支援活動は秋にも予定されています。

　５月 12日、ボランティアサークル手づくり趣
味の会（宮本キセ代表）が、町社会福祉協議会を
訪れ、熊本地震への義援金２万円を寄付しました。
　同会は、リサイクル衣類を作り町の各イベント
で販売しており、その売り上げに加え、各会員か
ら義援金を集めました。社協を訪れた同会の藤田
いく子さんと根市敏子さんは「会員ができること
をやりたいという思いで義援金を集めました。遠
い地からでありますが、熊本地震の復興支援のお
役に立てれば幸いです」と義援金を手渡しました。

　福地土地改良区（松村範明理事長）が、農業生
産基盤の整備開発に寄与したとして、全国土地改
良事業団体連合会から 2015 年度全国水土里ネッ
ト会長表彰の最優秀賞である「金章」を受章しま
した。
　松村理事長は「今回の受章は、これまで尽力さ
れてきた先輩方が、積み重ねてきたものの結果。
今後も組合員の理解を得ながらほ場整備を進め、
子や孫に水田を引き継いでいきたい」と意欲を語
りました。

　南部町総合型クラブななっち（戸澤敏克代表）
は、５月 29日に開催する「名久井岳トレイルラ
ンニング」に向けて、コースの清掃と整備を行い
ました。
　清掃活動には、町内外の小学生から 60代まで
の 36人が参加。登山道や道路の空き缶やペット
ボトルなど、約 100kg のごみを拾い集めたほか、
コース上に落ちている枝をコース脇に寄せるなど
し、選手らが安全に気持ちよく走ってもらえるよ
うコースを整備しました。

義援金は南部町共同募金会を通じて熊本県共同募金会に
贈られます 拾い集めたごみを前に、笑顔の参加者たち

りんごの摘花作業をする生徒 同章は全国 34土地改良区に贈られ、本県では福地土地改
良区のみ受章

農業を実地で学ぶ

復興支援のお役に立てれば

水田の大区画化推進の活動が評価

気持ちよく走ってもらえるように

名農新入生　春季農作業支援活動

ボランティアサークル手作り趣味の会が熊本地震義援金を寄付

福地土地改良区が金章を受章

ランイベント前のコース清掃活動
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　日本の未来を作り担う存在である若い世代の声をより多く政治に反映させるために、昨年、公職選挙法が改正
され、６月 19日以降に公示される国政選挙から、選挙権年齢が満 18歳以上に引き下げられます。
　明日のよりよい暮らしを築く大切な一票です。新しく有権者になる方も、ぜひ投票しましょう。

　町では、３町村が合併して誕生するにあたり、町民の利便性
を損なうことなく、生活に急激な変化を及ぼさないように旧町
村庁舎などを活用した分庁舎方式で事務を行っております。合
併から 10年が経過した今年度、将来を見据えた検討が必要と
考え、｢役場庁舎のあり方に関する町民アンケート｣ を実施す
ることといたしました。
　なお、アンケート用紙の配布・回収については、回収率を上
げるために、各町内の行政員にお願いすることとしております
のでよろしくお願いします。

※アンケート用紙が届かない場合等は、
　ご連絡ください。
問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

公職選挙法の改正 ～選挙権年齢が 18歳以上になります～

　選挙で投票するためには、「選挙人名簿」に登録さ
れている必要があり、「投票日までに 18 歳以上にな
る日本国民で、選挙の基準日（公示日前日）までに、
同一の市町村に引き続き３カ月以上居住（住民登録）」
している方が、その市町村の選挙人名簿に登録され、
投票することができます。

　進学や就職などで実家を離れるような場合は、引っ
越し先の市町村への住民票の届出を忘れずに行いま
しょう。住民票を移しておかないと、引越し先の選挙
人名簿に登録されず、引越し先で投票できないことに
なります。

  投票できる人は？   引っ越しをしたら～住民票を移しましょう～

＜公示日から投票日前日まで＞
　自宅（住民登録した住所）に「入場券」が届きます
ので、投票日時・投票所を確認してください。
　※投票日に投票所へ行けない方は「期日前投票」や
「不在者投票」をしましょう。

＜投票日当日＞
①投票所に行き、受付係に入場券を渡します。
　※入場券が無くても本人確認により投票できます。
②名簿対照係が選挙人名簿上の本人確認をします。
③投票用紙交付係から投票用紙をもらいます。
④投票記載台で投票用紙に記入します。
⑤投票箱に投函して終了です。
　※選挙により投票用紙への記入方法や投票箱の数が
異なります。

　６月 19 日以降に公示される国政選挙から、満 18
歳以上の方も、公示日から投票日前日までの期間にお
いて、
・知人・友人に選挙の応援を頼む
・電話を使って選挙の投票や応援を頼む

などの選挙運動が可能になります。ただし、違法とな
る行為も多く、高校などで同じ学年の生徒であっても、
満 18歳未満の方は選挙運動が禁止されているため注
意が必要です。
　
問合せ　南部町選挙管理委員会
　　　　☎ 0178-84-2111

  投票の方法は？　～ 基本的な流れ ～   選挙運動はできるの？

｢役場庁舎のあり方に関する町民アンケート｣ のご協力のお願い

アンケート調査のスケジュール
調査票配布　６月末　
調査票回収    ７月中旬

を予定しています。
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さくらんぼ化粧箱を使用しませんか

６月17日
名川B&G海洋センタープール オープン 国民年金保険料免除・納付猶予制度

　達者村農業観光振興会では、さくらんぼの化粧箱を作成しています。
　化粧箱の使用を希望する人は、ながわ農業観光案内所または役場各庁
舎窓口に備え付けてある申込書に必要事項を記入のうえ、お申込みくだ
さい。
１箱の値段（注文は 50箱から受付可能）
　500g：130 円（税込）
　700g：140 円（税込）
　※６月中旬からの納品となります。
申込み・問合せ
　ながわ農業観光案内所
　☎ 0178-76-3020

　名川 B&G 海洋センターのプールは、屋根がシートで
覆われており、天候を気にすることなく利用できます。
また、25 ｍプールのほかに幼児用プールもあるので、
小さなお子様連れでも安心してご利用いただけます。ぜ
ひご利用ください。
開場期間
　６月 17日（金）～９月４日（日）
開場時間
　９時～ 17時（７月 16日～８月 22日は 21時まで）
休場日
　毎月第２・第４火曜日（日曜・祝日の18時以降も休み）
料金
 ・中学生以下と付添人（同伴者）は無料
 ・高校生 80円（18時以降は 170 円）
 ・大人 100 円（18時以降は 220 円）
注意事項
小学校３年生以下の利用および小・中学生の 18時以
降の利用は成人の同伴が必要です。
問合せ
　南部町名川 B&G海洋センター
　☎ 0178-76-3310

　経済的な理由等で国民年金保険料を納めること
が困難な場合には、保険料の納付が「免除」また
は「猶予」される制度があります。申請は、各庁
舎の窓口で行うことができます。
①免除（全額免除・一部免除）申請
本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下
の場合に、保険料の納付が全額免除または一部
免除とされます。なお、一部免除については、
一部納付保険料を納付しないと未納期間となり
ますので、必ず納付してください。
②若年者納付猶予申請
学生でない30歳未満の人で、本人、配偶者の前
年所得が一定額以下の場合に、申請手続きをす
ることにより、保険料の納付が猶予されます。
③学生納付特例申請
学生の人で、本人の前年所得が一定額以下の場
合に、申請手続きをすることにより、保険料の
納付が猶予されます。
問合せ　
　住民生活課（南部分庁舎）
　☎ 0179-34-2509

ウレタンマット付｝
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６月は食育月間、毎月 19日は食育の日、毎月 22日は鍋の日です

「食育」とは、様々な経験を通して、「食」に関する知
識とバランスの良い「食」を選択する力を身に着け、
健全な食生活を実践できるようになることです。
　食事への感謝の気持ちを大切にし、周りの人々と
楽しい食事の時間を過ごしながら、「食」について
改めて考えてみませんか。

「すこやか南部」通信　パート３　今月のテーマ：食育

　今年度、町が実施する特定健診あるいはがん検診を
受診した町民の皆さんに、町指定ごみ袋（５枚）をプ
レゼントします。

南部町健康宣言記念
健診受診者に町指定ごみ袋をプレゼント

　南部町健康センターでは、毎月第２・４月曜日（祝
日除く）に健康相談を開催しています。夕方の時間
帯も実施していますので、仕事帰りに利用していた
だくことができます。ご夫婦、ご友人同士のご利用
もお待ちしています。

６月分の開催日　６月 13日、27日
時間　13時 30分～ 17時、
　　　17時 30分～ 18時 30分
会場　南部町健康センター２階　運動指導室
内容　
体組成計での体脂肪・筋肉量測定、
血管年齢測定、骨密度測定、血圧
測定、保健師・栄養士による健康
相談
問合せ　
健康福祉課（健康センター）
☎ 0178-60-7100

達者de健康相談
自分の健康状態が気になったらまず相談！

問合せ　健康福祉課（健康センター）☎ 0178-60-7100

　近年、肉類や油脂類中心の欧米化食生活になりつつあります。

健康的な食生活に役立つ和の食材を使って日本型食生活を見直してみましょう

食生活に役立つ和の食材「語呂合わせ」

も
（
い
も
類
）

い
た
け
（
き
の
こ
）

か
な
（
魚
介
類
）

さ
い
（
野
菜
）

か
め
（
海
藻
）

ま
（
種
実
類
）

め
（
大
豆
製
品
な
ど
）

問合せ　健康福祉課（健康センター）　☎ 0178-60-7100

受け取り方法
南部町医療センターで受診した人
　⇒健診窓口でお渡しします

集団健診で受診した人
　⇒各健診会場でお渡しします

八戸西健診プラザ、八戸市総合健診センター、五
戸町健診センター、三八管内婦人科で受診した人
　⇒健診結果を持参のうえ、南部町健康センター
　へお越しください

人

す

体組成計

鍋料理は、たくさんの野菜やき
のこ類、魚介類など健康的な食
生活に役立つ食材がピッタリ！
鍋を囲んで、心も体も健康に過
ごしましょう！
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　けんかや交通事故など、第三者の行為による負傷
で、健康保険で治療を受けたときには「第三者行為
による傷病届」を健康福祉課への提出をお願いしま
す。
　詳しくは、健康福祉課または青森県後期高齢者医
療広域連合へお問合せください。
問合せ　
　健康福祉課（健康センター）　 ☎ 0178-76-3323
　青森県後期高齢者医療広域連合☎ 017-721-3821

　病気やけがなどで輸血を必要としている人の命を救
うため、18歳～ 69歳の人の献血をお願いします。
期日　６月 21日（火）

▼福地公民館
　時間　９時～ 10時

▼南部分庁舎
　時間　15時～ 16時 30分
その他
・今回は400ml の献血のみです
・安全で責任のある献血をお願いするため、運転免許
証など本人確認ができるものをご持参ください。
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178-60-7101

　青森県立精神保健福祉センターでは、自死でご家
族やご友人、恋人など大切な人を亡くした人を対象
に「つどい」を開催しています。
　「つどい」は大切な人を亡くされた同じ思いを抱
えている人が集まり、自分の体験や思いを心おきな
く話せる場です。その場で聴くだけでもかまいませ
んので、参加してみませんか。
期日　７月２日（土）
時間　13時 30分～ 15時 30分
場所　ユートリー４階
申し込み・問合せ
青森県立精神保健福祉センター　こころの電話
☎ 017-787-3957 または 017-787-3958

　南部町精神障害者家族会「まべちの会」では、精
神に障害のある人の家族が集まり、自由に語らい交
流しています。申し込みは不要です。興味のある人
はぜひお気軽にご参加ください。
期日　６月 18日（土）
時間　11時～ 13時 30分
会場　南部老人福祉センター
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178-60-7101

　保険料は基本的に年金からの天引きですが、75

歳の到達年度や所得によっては納付書でのお支払い

となります。

　納め忘れを防ぐためにも便利で確実な口座振替を

ご利用ください。口座振替への変更は税務課または

各サービス班、剣吉支所、町内の金融機関で随時受

け付けています。

問合せ　税務課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2586

保険料の納付には口座振替をご利用ください 事故にあったときは届出が必要です

　高額療養費、高額介護合算療養費および療養費な

どで、振込指定している口座を変更する場合は、健

康福祉課へ届け出をお願いします。

問合せ　
　健康福祉課（健康センター）☎ 0178-76-3323

口座変更をしたときは届出が必要です
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◆吹けよ風呼べよ嵐
◆花が咲くとき
◆バラカ
◆イサの氾濫
◆教場　２
◆カエルの楽園
◆ビューティーキャンプ
◆ミッドナイト・ジャーナル

伊東　　潤　　著
乾　　ルカ　　著
桐野　夏生　　著
木村　友祐　　著
長岡　弘樹　　著
百田　尚樹　　著
林　　真理子　著
本城　雅人　　著

◆橋を渡る
◆幸せになる勇気
◆子どもと一緒にこんなこと。
◆ラグビー日本代表を変え
　た「心の鍛え方」
◆父さんはドラゴン・パティシエ
◆ケンガイにっ！
◆ぎょうれつのできるレストラン

吉田　修一　　著
岸見　一郎　　著
Ｅｍｉ　　　　著
荒木　香織　　著

柏葉　幸子　　著
髙森　美由紀　著
ふくざわゆみこ 著
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観光推進にかける思いを語る小田桐会長

　今月は、先般開催された、南部町観光協会総会において、同会
の第２代会長に就任した、森田麹・味噌店の店主、小田桐友彦さ
んへのインタビューをご紹介します。
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　夏の暑さがやってきます。
　ビタミンＡ、Ｄが豊富な「うなぎ」と地元産の
野菜で仕上げた風味豊かな鍋です。
※レストランはお食事のみでもご利用いただけま
す。（ぜひ昼食や夕食にご利用ください。）

　青森県では、県民の健康寿命アップを図るため、肥満予
防および食塩摂取量の減少、野菜摂取量の増加を踏まえた
食事を提供している飲食店を「青森のおいしい健康応援店」
に認定しており、この度パーデパークが認定されました。

期日　６月 26 日（日）※雨天決行

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎ 0178－84－2850

青森県の
　おいしい健康応援店に認定されました

第 18回青森県南部町
ふくち里山あるき開催

毎月 22～ 25 日は
レストランで

「特製鍋定食」
今月の鍋：「うなぎの柳川鍋」

　６月の休館日
６月 14日㈫、15日㈬、16日㈭

職種　子守帯縫製作業（ミシン・アイロン・仕上げ）
募集人数　２人
時給　700 円
就業場所　南部町大字福田字小沢田 36-1
　ラッキー工業株式会社　八戸工場
就業時間　8時～ 12時（４時間）
休日　土・日・夏季・年末年始
申込み　写真を貼った履歴書およびハローワーク
の紹介状をご送付ください。
　〒039-0815 南部町大字福田字小沢田36－1
　ラッキー工業株式会社　八戸工場
　☎ 0178-84-4331

ラッキー工業株式会社　求人
職種　介護福祉士、介護員
募集人数　それぞれ若干名
勤務期間　採用日～６カ月以内
　（希望により更新有）
勤務時間　
　日勤　８時 15分～ 17時
　準夜　15時 15分～ 24時
　深夜　23時 30分～８時 15分
　※日勤のみでも可
賃金　介護福祉士　7,200 円 / 日
　　　介護員　　　6,800 円 / 日
　※夜勤できる人には賃金加算、夜間介護手当等あり
受付時間　８時 30分～ 17時（土日祝日除く）
申込み・問合せ
　履歴書のほか資格書（写）を添付して提出して
ください。（郵送可）

　面接日時は後日連絡します。
　〒039-0105 南部町大字沖田面字千刈32－1
　老健なんぶ　☎ 0179-34-3260

老健なんぶ
介護福祉士・介護員　臨時職員募集

26日は「ふろの日」 入浴料　
　450円 ⇒ 330円

募集人数　８人
勤務期間　７月９日（土）～８月 21日（日）
勤務時間　８時30分～21時までの２時間～８時間勤務
勤務内容　プールの監視、清掃、水質管理、設備点検など
資　　格　50ｍ以上泳げて、高校生以上60歳未満の人。
　　　　　※高校生は学校の許可を得られる人。

時　　給　700 円
面 接 日　後日連絡します。
申 込 み　写真を貼った履歴書を６月 19日（日）22
時（必着）までにバーデハウスフロントへ提出して
ください。（封書に「夏休みプール」と明記すること）
※採用の際、心肺蘇生法等未受講者は、バーデが行う
講習を受けていただきます。

プール監視員アルバイト募集

ラッキー工業　八戸工場
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専門外来診察日
国民健康保険 南部町医療センター
　　　　☎ 0178-76-2001
診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　　　肛門科、アレルギー科、歯科

■対象者
対象区域内において、
①住宅（店舗等の床面積が総面積の 1/2 未満で
ある併用住宅含む）に合併処理浄化槽を設置す
る人

■対象区域
次の①～③以外の区域の人
①公共下水道事業計画の予定処理区域
（南部地区の一部）
②農業集落排水事業処理区域
（上名久井処理区、下名久井処理区、片岸処理区、
苫米地処理区、福田処理区）
③あかね・東あかね団地排水区域
詳細については、事前に建設課で確認して下さい。

　町では、生活雑排水と、し尿を併せて処理す
る合併浄化槽を家庭で設置する場合に、経費の
一部を補助しています。

②合併処理浄化槽が新たに設置されることとなる
住宅を購入する人

■補助金額および今年度計画基数

■申請方法
浄化槽設置前に申請書を提出してください。設置
工事は、申請審査後に送付する交付決定通知書が
届いてからになります。

※浄化槽の人槽は原則、住宅の床延べ面積で決定されますが、
建物の使用状況により、明らかに実情に添わないと考えら
れる場合は、資料などを基に増減する場合があります。

おいでよ！子育て支援センター

整形外科 受付：11 時 30 分まで

先天性股関節脱臼 予約制／受付 10 時
30 分～ 10 時 50 分

眼科　受付：14 時まで初診の人は 13 時まで

泌尿器科 予約制

▼ 　６月７日   （火） 13時～　　柳沢先生

▼　６月13日   （月） 13時～　　伊藤先生

▼　６月21日   （火） 13時～　　柳沢先生

▼　６月27日   （月） 13時～　　伊藤先生

▼　６月８日   （水） 13時30分～　木村先生

▼　６月22日   （水） 13時30分～　木村先生

▼　６月25日   （土）

▼　６月25日   （土） ８時30分～

都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

福地保育園 ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時 30 分～ 11 時

６月  ９日　ボールで遊ぼう
６月 16 日　小麦粉粘土こねこね
６月 23 日　誕生会
６月 30 日　七夕飾りを作ろう

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時 30 分～ 11 時

６月  ８・15・22・29 日
７月  ６日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／ 10 時～ 12 時

６月  ６・13・20・27 日
７月  ４・11 日

なんぶ保育園 ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時～ 12 時

６月  ９日　リズムでダンス
６月 16 日　遠足ごっこ
６月 23 日　誕生会
６月 30 日　七夕制作
７月  ７日　七夕会

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時～ 14 時

６月 13・15・20・22・27・29 日
７月  ４・ ６・11・13 日

チェリー保育園 ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時 30 分～ 11 時

６月  ９日　小麦粉粘土遊び
６月 16 日　裏庭で遊ぼう
６月 23 日　キーホルダーを作ろう
６月 30 日　誕生茶話会
７月  ７日　七夕集会

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時 30 分～ 11 時

６月 13・15・20・22・27・29 日
７月 ４・  ６日

合併浄化槽設置事業の補助 ■申込み・問合せ
　建設課（南部分庁舎）☎ 0179－34－2518

人槽区分 補助限度額 計画基数

５人槽（床延べ面積 130㎡以下） 352,000 円 ７基

６～７人槽（床延べ面積 130㎡
を超える） 441,000 円 11 基

10 人槽（２世帯住宅で浴室およ
び台所が２つ以上ある住宅） 588,000 円 ―
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会

馬淵川とともに生きる期成同盟会　総会
　馬淵川流域における、安全安心な地域社会の実現
に向けて設立した「馬淵川とともに生きる期成同盟
会」（会長：工藤南部町長）の総会が、ゆとりあで
開催され、平成 28年度事業計画などが原案どおり
承認されました。
　総会では、三八地域県民局地域整備部古川河川砂
防施設課長から、今年度計画している馬淵川に関す
る改修事業について説明があり、事業内容について
確認しました。

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
町内会の高齢者の生きがい対策として、毎月 10 日に公民館活動を行っ
ていますが、そのＰＲと参加者の増員を目的として、タレントをよびイ
ベントを開催しました。（上中町町内会）
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鳴門 GⅠ
大渦大賞 戸田一般戦 平和島

一般戦 下関GⅢ企業杯 浜名湖GⅢイースタンヤング江戸川GⅡモーターボート大賞 多摩川
一般戦

福岡ヴィーナス
シリーズ 多摩川一般戦 尼崎ヴィーナスシリーズ 宮島

一般戦戸田一般戦 大村ヴィーナスシリーズ 多摩川一般戦多摩川
一般戦

児島
一般戦

びわこ
一般戦宮島一般戦

住之江一般戦 丸亀GⅠ京極賞 桐生一般戦 蒲郡 SGグランドチャンピオン 桐生一般戦 若松一般戦丸亀GⅢウエスタンヤング丸亀
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桐生GⅠ赤城雷神杯 蒲郡一般戦 若松一般戦 住之江一般戦丸亀一般戦 住之江 匠シリーズ若松一般戦丸亀GⅢ
ウエスタンヤング

6  June 7  July

下関GⅡモーター
ボート大賞



【病院健診】
南部町医療センターで平日に受診でき
ます。
【集団検診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎0178－60－7100）へお問い合わ
せください。

Thursday木

Friday金 Saturday　　    Sunday土 日

 新・雑・チラシ・段・その他紙   名川 A・南部 A
 粗大   桜町・剣吉山・新開地・桜本町・7区・8区

 新・雑・チラシ・段・その他紙   名川 B・南部 B
 粗大   上名久井（上）・小向・正寿寺

 ペットボトル   名川 B・南部 B
 粗大   上中町・荒町・小波田

 粗大   虎渡・二又・古町・馬場

 可燃   名川 A・南部 A・福地

 可燃   名川 A・南部 A・福地

 可燃   名川 A・南部 A・福地

 可燃   名川 A・南部 A・福地

 可燃   名川 A・南部 A・福地

 可燃   名川 A・南部 A・福地

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

 可燃   名川 B・南部 B

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

 可燃   名川 B・南部 B

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

 可燃   名川 B・南部 B

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

 可燃   名川 B・南部 B

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

 可燃   名川 B・南部 B

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

 可燃   名川 B・南部 B

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

平成28年6月

…（かわむら内科クリニック）受付9時～11時30分、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時30分（水・土曜日）　※要予約（三種混合・ポリオ）
…（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）　※全予防接種予約制（希望日の１週間位前まで）
…（はらだクリニック）受付9時～12時、15時～18時（月・火・水・金）、9時～12時（木・土）　※要予約（三種混合・ポリオ）
…（南部町医療センター）受付13時～13時30分　※要予約（三種混合・ポリオ・MR混合・水痘）
…（南部病院）受付13時～13時30分　※全予防接種予約制

医療セン

かわむら

南 病

はらだ
川 外

乳幼児予防接種（実施医療機関）※接種の種類・医療機関により予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

３健

 ペットボトル   名川 B・南部 B
 粗大   上斗賀・下斗賀・9区・10区・11区
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南部町健康センター

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧかわむら はらだ

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

1・6 南部町健康センター
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Monday月 Wednesday水Tuesday火

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

 可燃 …可燃物  不燃 …不燃物  粗大 …粗大ごみ  ペット …ペットボトル  新 …新聞紙  雑 …雑誌  段 …段ボール  紙 …その他紙（雑がみ）

 可燃   福地   不燃   名川 A・南部 A
 ビン   名川 B・南部 B

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

かわむら はらだ
}

 可燃   福地   不燃   名川 A・南部 A
 ビン   名川 B・南部 B

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

かわむら

１・６
４　相
３　健

はらだ
}

 可燃   福地   不燃   名川 B・南部 B
 ビン   名川 A・南部 A

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

}

 可燃   福地   不燃   名川 A・南部 A
 ビン   名川 B・南部 B

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

かわむら はらだ
}

 可燃   名川 B・南部 B
 不燃   福地

 可燃   名川 B・南部 B
 段ボール・新聞   福地

 可燃   名川 B・南部 B
 雑・チラシ・古布・その他紙・缶・ビン・ペット   福地

 可燃   名川 B・南部 B

 可燃   名川 A・南部 A

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

かわむら

はらだ
川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

かわむら

はらだ
川 外

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

 可燃   名川 A・南部 A

 可燃   名川 A・南部 A

 可燃   名川 A・南部 A

 可燃   名川 A・南部 A

くらしのカレンダー

【乳幼児健康診査、乳幼児健康相談】
…１歳６か月児健康診査（H26.10～H26.11生）受付12時15分～12時45分
…４歳児健康相談（H23.10～H23.11生）受付13時～13時30分
…３歳児健康診査（H24.11～H24.12生）受付12時～12時15分

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

４相 南部町健康センター

…ＢＣＧかわむら はらだ

鍋の日

ＢＣＧかわむら はらだ }医療セン

 可燃   福地   不燃   名川 B・南部 B
 ビン   名川 A・南部 A

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

かわむら はらだ
}

7

13 15

21

27 29

5

6 8

14

20 22

28

4 6

 可燃   名川 B・南部 B
 缶・ビン・ペット   福地

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}
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お知らせ
information

日時　７月７日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、中央公民館、
　　　南部公民館
問合せ

△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111

△

人権相談は住民生活課（南部分
　庁舎）☎0179-34-2509

期日　６月４日（土）、18日（土）
　　　７月２日（土）、16日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の　
　　　　　交付、印鑑登録
※平日は、予約制で18時まで窓口を
　開設しています。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（平成28年５月20日現在）

人　口　　　　人
　男　　　　　人
　女　　　　　人
世帯数　　　　世帯

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

－20
－14
－ 6
＋ 1

19,137
9,124
10,013
7,510

対先月比

６・７月の休日窓口開設日

行政相談・人権相談

八戸リサイクルプラザ６月の体験教室

ジュニアソフトテニス教室 硬式テニス協会

　八戸リサイクルプラザでは、同場所において６月の体験教室を開催
します。申込み期限は、開催日の前日までです。また、用意する材料
がありますので、電話でご確認ください。

問合せ　八戸リサイクルプラザ　☎ 0178-70-2396

▽エコ布ぞうり作り教室
　期日　６月 18 日 ( 土 )
　時間　９時～ 12 時
　定員　５人

▽ペットボトル風車作り教室
　期日　６月 19 日 ( 日 )
　時間　10 時～ 12 時
　定員　５人

▽押し花カードと台紙作り教室
　期日　６月 25 日（土）
　時間　10 時～ 12 時
　定員　５人

▽ブックカバー作り教室
　期日　６月 26 日（日）
　時間　９時～ 12 時
　定員　５人

　町ソフトテニス協会では、町内
の小学生を対象に、ソフトテニス
教室を開催します。保護者もぜひ
一緒にテニスを楽しみましょう。
※小学校３年生以下の場合、教室
中、保護者の付き添いが必要です。
期日　６月29日から毎週水曜日
時間　19 時～ 21 時
場所　ふるさと運動公園テニス
　コート
参加料　一人　2,000 円
申込期限　６月 17 日（金）
申込み・問合せ
町ソフトテニス協会事務局　坂本
☎ 090-3469-5354

　町硬式テニス協会では、参加
者を募集しています。ラケット
を持っていない初心者から上級
者まで大歓迎です。（会費無料）
期日　５月10日から毎週火曜日
時間　19 時～ 21 時
場所　ふるさと運動公園テニス
　コート
申込み・問合せ
町硬式テニス協会　会長　宮川
☎ 090-8786-7296

達者村　 　　　　　　　
  青森県南スポーツ吹矢大会 ゲンジほたる観賞ナイトツアー

　県内から愛好者が集まる、県
内では２回目となる大会です。
ぜひ見学にお越しください。（昼
には体験コーナーもあります）
期日　７月 10 日（日）
時間　９時～ 14 時
会場　剣吉公民館ホール
問合せ　
南部町スポーツ吹矢愛好会　竹内
☎ 0178-75-0369

　ボランティアガイドの案内で
片道約 700㍍を往復してホタル
を観賞します。
期日　７月２日（土）～３日（日）
時間　19 時 50 分～（雨天中止）
場所　長坂下公園集合　駐車可
（国道４号―幾久屋建材となり）
問合せ　
剣吉ほたるの里　村長　出町勝
☎ 0178-75-1005
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６月５日～ 11日は危険物安全週間

　6月５日から 11 日まで、全国一斉に危険物
安全週間が実施されています。推進標語は「危
険物　決めろ無事故の　ストライク」となって
います。
　皆さんの家庭にもいろいろな危険物が存在し
ています。暖房用の灯油、自動車用のガソリン
や軽油、揚げ物などに使うサラダ油、ペンキな
どの塗料、化粧品や掃除用のスプレー缶など、
私たちの日常生活は知らず知らずのうちに危険
物に取り囲まれています。ちょっとした不注意
で大きな火災や事故が発生してしまいますの
で、取り扱いや保管には十分な注意が必要です。
　次のことを守り、危険物による火災や事故を
起こさないよう十分注意しましょう。

　長谷ぼたん園に咲きみだれる色とりどりの
大輪のぼたんを見た来場者たちの、「すごい」
「見事」という感嘆の声が聞こえ、うれしい気
持ちになりました。【tam】

編集後記

町営市場の販売状況（平成28年4月16日～平成28年5月15日）

品　  　　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ （りんご） 36,094 5,704 158 151

金星 （りんご） 5,192 562 108 147

シナノゴールド （りんご） 4,320 545 126 135

ゴボウ 2,364 845 357 140

土つきごぼう 1,292 341 264 40

長　芋 76,379 22,215 291 215

にんにく 11,156 18,737 1,680 2,304

長芋の種 33,250 7,275 219 288

キャベツ 1,510 254 168 219

ね　ぎ 12,921 5,343 414 253

ほうれん草 2,956 1,106 374 475

ウルイ 987 387 392 607

小松菜 630 196 311 239

きゅうり 3,914 1,270 324 308

トマト 652 252 387 413

アスパラガス 203 203 1,000 834

シイタケ 805 556 691 676

シドケ 329 485 1,474 1,339

う　ど 764 231 302 206

●今月の休場日
　６月１日㈬、５日㈰、６日㈪、12日㈰、15日㈬、19日㈰、22日㈬、
　　　26日㈰
　７月３日㈰、10日㈰、13日㈬、17日㈰、18日㈪、24日㈰、27日㈬、
　　　31日㈰

危険物に対する防火のチェックポイント

①火気の近くで危険物を取り扱わない
②スプレー缶をたき火などの中に捨てたり、暖房器
具のそばや直射日光のあたるところに置かない
③製品の注意事項をよく読み、正しく取り扱う
④てんぷらなどの揚げ物をしているときは、絶対に
その場を離れない。離れる場合は必ず火を止める
⑤油の染みこんだ新聞紙や揚げカスはこまめに処分
する
⑥ガソリンなどは上記が発生しないように専門の密
閉容器に入れ、換気の良い冷暗所に置く

　問合せ　三戸消防署　☎ 0179-22-1140
　　　　　名川分署　　☎ 0178-76-2416
　　　　　福地分遣所　☎ 0178-84-2103

今月の納期

個人町民税（１期）
納期限・口座振替日　６月 30 日（木）
問合せ　税務課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2586

防災行政無線を通話料無料で聴き直せます

　通話料無料　☎ 0800-800-2622
問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

おはなし会

　ハートフルライブラリーの皆さんによる読み
聞かせです。
　事前申込みは必要ありませんが、未就学のお
子さんは保護者同伴でお越しください。
期日　６月 26 日（日）
時間　10 時 30 分～ 11 時
場所　名川中学校図書室１階　町民図書室
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2132
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準
を
調
査
し
、
職
員
の
給

与
水
準
と
の
比
較
・
検
討

を
行
い
、知
事
及
び
議
会
、

町
に
対
す
る
報
告
及
び
勧

告
を
し
て
い
ま
す
。

■
行
政
不
服
審
査
会
に
関
す

る
条
例
の
制
定
及
び
関
係

整
備
条
例
の
一
部
改
正

▽　

行
政
不
服
審
査
法
の
改

正
に
伴
い
、
客
観
的
で
公

平
に
審
査
す
る
た
め
の
審

査
会
に
関
す
る
条
例
を
制

定
す
る
と
と
も
に
、
不
服

申
し
立
て
手
続
き
な
ど
に

関
係
す
る
条
例
の
字
句
を

修
正
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

※　

行
政
庁
の
処
分
に
国
民

が
不
服
を
申
し
立
て
る
制

度
に
つ
い
て
、
公
平
性
や

使
い
や
す
さ
、
権
利
の
救

済
な
ど
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

■
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条

例
の
制
定

▽　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
伴
い
、
職
員
の
免
職
な

ど
の
処
分
の
う
ち
、
降
給

に
関
す
る
定
義
が
定
め
ら

れ
た
た
め
、
条
例
を
整
備

し
た
。

■
名
誉
町
民
の
決
定

▽　

川
守
田
三
次
郎
氏
（
静

岡
県
浜
松
市
在
住
、92
歳
）

を
南
部
町
初
と
な
る
名
誉

町
民
に
決
定
し
た
。

▽　

同
氏
は
、
㈱
河
合
楽
器

製
作
所
の
取
締
役
副
会
長

を
歴
任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

　

第
67
回
定
例
会
に
は
、
名
誉
町
民
の
決
定
の
ほ
か
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改

正
、
平
成
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
農
業
委
員
会
委
員
及
び
教
育
長
の
任
命
、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員

会
（
工
藤
正
孝
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
10
日
・
11
日
に
審
査
を
行
い
、
す

べ
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

に
、
剣
吉
小
学
校
、
名
久

井
小
学
校
、名
川
中
学
校
、

あ
か
ね
集
会
所
な
ど
に
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
な
ど
多
数

の
楽
器
を
寄
贈
さ
れ
た
ほ

か
、
平
成
７
年
度
か
ら
町

で
行
っ
て
い
る
『
国
際
音

楽
の
日
音
楽
会
』
の
開
催

に
尽
力
す
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
音
楽
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

た
。

■
議
員
、
町
特
別
職
、
町
職

員
の
報
酬
・
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
よ
り
、議
員
及
び
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
の
期
末

手
当
、
職
員
の
勤
勉
手

当
の
年
支
給
割
合
を
０
・

０
５
月
分
引
き
上
げ
た
。

　
　

ま
た
、
職
員
の
給
与
月

額
を
若
年
層
に
比
重
を
お

い
て
引
き
上
げ
た
。

※
県
人
事
委
員
会
は
、
県
内

の
民
間
事
業
所
の
給
与
水

川
守
田
三
次
郎
氏
を
南
部
町
初
の

名
誉
町
民
に
決
定

第
67
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

３
月
４
日 

〜 

３
月
14
日

南部町初の名誉町民　川守田 三次郎　氏

発行・編集
議会広報編集委員会 ☎ 0178・84・2124第44号

主
な
議
案

名
誉
町
民

条 

例
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なんぶ議会だより
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【↘

条
例
の
続
き
】

■
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

▽　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
伴
い
、「
勤
務
評
定
」

が
「
人
事
評
価
」
に
代
わ

り
、新
た
に
「
退
職
管
理
」

が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

※　
「
人
事
評
価
」に
代
わ
っ

た
こ
と
で
、
評
価
が
給
与

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
　
「
退
職
管
理
」
で
は
、

元
職
員
が
営
利
企
業
に
就

職
し
た
場
合
、
現
職
職
員

に
働
き
か
け
る
こ
と
を
禁

止
す
る
も
の
で
す
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽　

地
方
公
務
員
法
及
び
学

校
教
育
法
の
改
正
に
伴

い
、
引
用
し
て
い
た
条
項

に
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
集
会
所
条
例
の
一
部
改
正

▽　

小
松
沢
集
会
所
を
廃
止

し
、
新
築
し
た
広
場
集
会

進
の
た
め
の
お
試
し
住
宅

事
業
と
買
い
物
弱
者
支
援

の
宅
配
事
業
に
２
千
８
８

３
万
円
、
同
じ
く
国
の
交

付
金
を
活
用
し
た
年
金
生

活
者
等
へ
の
臨
時
給
付
事

業
に
１
億
５
４
７
万
７
千

円
、
公
共
施
設
整
備
基
金

（
積
立
）
に
３
億
７
千
９

６
０
万
円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
千
５

５
５
万
１
千
円
を
追
加
、

予
算
の
総
額
を
１
０
９
億

３
千
５
８
１
万
１
千
円
と

し
た
。

※
平
成
27
年
度
の
７
つ
の
特

別
会
計
で
決
算
見
込
み
に

よ
る
予
算
の
減
額
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

所
と
鳥
谷
ふ
る
さ
と
館
を

追
加
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

選
挙
に
よ
る
選
任
か
ら

町
長
の
任
命
制
度
に
移
行

し
た
農
業
委
員
会
委
員
を

町
の
特
別
職
で
非
常
勤
の

職
員
と
し
て
条
例
に
追
加

す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
遺
児
入
学
祝
金
等
支
給
条

例
の
一
部
改
正

▽　

学
校
教
育
法
の
改
正
に

伴
い
、
字
句
の
追
加
な
ど

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

等
の
一
部
改
正

▽　

物
価
統
制
令
に
基
づ
く

県
公
衆
浴
場
入
浴
料
金
の

改
正
に
伴
い
、
名
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
ぼ
た
ん
の

里
、
チ
ェ
リ
ウ
ス
の
大
人

の
入
浴
料
金
を
５
月
１
日

か
ら
４
５
０
円
に
引
き
上

げ
る
。

■
医
師
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
改
正

▽　

旧
名
川
病
院
周
辺
の
医

師
住
宅
２
棟
を
廃
止
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

※　

廃
止
さ
れ
た
医
師
住
宅

は
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、

町
で
の
お
試
し
暮
ら
し

（
短
期
滞
在
）
用
の
住
宅

と
し
て
貸
し
出
す
予
定
で

す
。

■
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
予
算

▽　

一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
前
年
度
よ
り
２
億
４

千
万
円
減
の
97
億
１
千
万

円
、
17
の
特
別
会
計
と
合

わ
せ
て
2
１
６
億
６
千
２

４
０
万
７
千
円
、
前
年
度

よ
り
３
億
３
千
４
７
２
万

円
の
増
と
な
っ
た
。

　
　

一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
地
域
集
会
施
設
整
備

事
業
に
7
千
９
１
３
万
2

千
円
、
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
償
化
に
４
千
９
８

０
万
円
、
若
者
向
け
定
住

促
進
住
宅
の
測
量
設
計
に

３
千
万
円
、
小
・
中
学
生

給
食
費
無
償
化
に
６
千
４

７
２
万
７
千
円
な
ど
。

※
平
成
28
年
度
各
会
計
予
算

の
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
一
般
会
補
正

予
算
（
第
４
号
）

▽　

主
な
補
正
は
、
国
の
交

付
金
を
活
用
し
た
移
住
促

▽　

国
の
水
質
基
準
改
正
と

の
時
間
差
を
な
く
す
る
た

め
、
汚
染
物
質
等
名
と
基

準
値
の
列
記
を
「
国
の
基

準
を
準
用
す
る
」
と
い
う

表
現
に
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

法
律
に
規
定
さ
れ
て
い

る
も
の
以
外
で
、
町
が
個

人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

を
利
用
す
る
事
務
を
左
の

表
の
と
お
り
定
め
た
。

　◉ 主な議案（第 67回定例会）

なんぶ議会だより

　役場の部署間で、特定した個人情報について照会・
連携し、住民票や所得証明などの添付書類を省略する
など、町独自に個人番号（マイナンバー）を利用する
事務は次のとおりです。
１．乳幼児医療費給付に関する事務
２．ひとり親家庭等医療費給付に関する事務
３．子ども医療費助成に関する事務
４．重度心身障害者医療費助成に関する事務
５．介護用品給付事業に関する事務
６．日常生活用具給付に関する事務
７．心身障害者自動車運転免許取得費助成に関す
　　る事務
８．心身障害者自動車運転改造助成に関する事務
９．社会福祉法人等が生活困難者に対して行う介護
　　保険サービスの利用者負担軽減に関する事務

個人番号の利用に関する条例の一部改正

予 

算

リフォームを行う医師住宅
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■
広
場
集
会
所

 

【
管
理
者
】
広
場
町
内
会

■
鳥
谷
ふ
る
さ
と
館

 

【
管
理
者
】
鳥
谷
町
内
会

※　

指
定
す
る
期
間
は
、
他

の
集
会
所
と
合
わ
せ
る
た

め
、
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
２
年
間
と
し
ま
し

た
。

事
者
の
「
働
き
分
」（
自

家
労
賃
・
給
与
）
が
事
業

主
の
所
得
と
な
り
、
控
除

と
い
う
形
で
し
か
認
め
ら

れ
な
い
。

　
　

控
除
額
も
配
偶
者
が
年

間
86
万
円
、
そ
の
他
の
家

族
が
年
間
50
万
円
と
最
低

賃
金
に
達
し
て
い
な
い
。

　
　

人
権
を
認
め
な
い
所
得

税
法
第
56
条
は
廃
止
す
る

べ
き
と
考
え
る
た
め
、
国

に
対
し
、
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

▽　

総
務
企
画
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
、
総
務
企

画
常
任
委
員
会
は
継
続
審

査
と
し
た
。

■
平
成
27
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
（
第
２

号
）

▽　

受
託
販
売
収
入
の
増
額

に
伴
い
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
４
億
２
千
８
０

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
36
億
９
千
１
０
０
万
円

と
し
た
。

■
名
川
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー

 

【
管
理
者
】 

ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
め
い
ぷ
る

■
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

 

【
管
理
者
】
名
川
チ
ェ
リ
ー

セ
ン
タ
ー
１
０
１
人
会

■
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

 
【
管
理
者
】
南
部
七
草
会

■
そ
ば
の
里
け
や
ぐ

 

【
管
理
者
】
な
が
わ
百
笑
苦

楽
部

■
特
用
林
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー

 

【
管
理
者
】
達
者
村
特
産
品

協
議
会

※　

指
定
す
る
期
間
は
、
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

■
教
育
長
の
任
命

▽
山
田  

義
雄 

氏（
剣　

吉
）

 
【
任
期
】
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
。

※　

教
育
委
員
会
の
代
表
と

い
う
新
制
度
に
よ
る
教
育

長
と
な
り
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

▽
候
補
者
１
人

　

日
渡 

喜
久 

氏
（
鳥
舌
内
）

 

【
委
嘱
期
間
】
平
成
28
年
７

月
１
日
か
ら
平
成
31
年
６

月
30
日
ま
で
。

■
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更

▽　

青
森
県
、
八
戸
市
、
十

和
田
市
、
三
沢
市
、
六
戸

町
、
東
北
町
、
お
い
ら
せ

町
、
五
戸
町
、
南
部
町
で

構
成
す
る
事
業
団
に
お
い

て
、
構
成
団
体
ご
と
の
負

担
金
額
（
事
業
計
画
）
を

変
更
す
る
た
め
の
協
議
が

必
要
と
な
っ
た
。

　
　

な
お
、
南
部
町
の
負
担

金
額
に
変
更
は
な
い
。

※　

他
の
自
治
体
と
共
同
で

設
け
る
地
方
開
発
事
業
団

の
計
画
変
更
の
協
議
は
、

議
会
の
議
決
を
経
て
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
「
所
得
税
法
第
56
条
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
」
を
国

へ
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書

 

【
陳
情
者
】　

　

八
戸
民
主
商
工
会
婦
人
部

　

部
長　

番
澤　

敬
子　

氏

 

【
陳
情
の
趣
旨
】　

所
得
税

法
第
56
条
で
は
、
家
族
従

■
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
委
員
16
人

　

山
田 

憲
幸 

氏
（
椛　

木
）

　

滝
田 

信
彦 

氏
（
片　

岸
）

　

松
村 

範
明 

氏
（
苫
米
地
）

　

三
浦 

恵
美
子 

氏
（
あ
か
ね
）

　

川
守
田 

雄
一 

氏
（
剣　

吉
）

　

梅
内 

勝
治 

氏
（
斗　

賀
）

　

石
橋 　

薫 

氏
（
高　

瀬
）

　

中
村 

文
男 

氏
（
鳥　

谷
）

　

河
守
田 

雄
一 

氏
（
五
日
市
）

　

工
藤 

信
仁 

氏
（
下
名
久
井
）

　

赤
石 

敏
文 

氏
（
赤　

石
）

　

佐
々
木 

一
雄 

氏
（
相　

内
）

　

堀
内 

重
男 

氏
（
小　

向
）

　

野
田 

清
八 

氏
（
野　

場
）

　

奥
瀬 

修
一 

氏
（
斗　

賀
）

　

砂
庭 

周
平 

氏
（　

平　

）

 

【
任
期
】
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
。

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

▽　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
の
有
効
期
限
が

５
年
間
延
長
さ
れ
た
た

め
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
町
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
を
策

定
し
た
。

　◉ 主な議案（第 67回定例会）
→
広
場
集
会
所

→
鳥
谷
ふ
る
さ
と
館

指
定
管
理

人 

事

そ
の
他

専
決
処
分
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なんぶ議会だより

平成 28年度の国の給付金事業
【厚生労働省ホームページから】

■
平
成
27
年
度
町
営
地
方

卸
売
市
場
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

 

【
問
】　

市
場
の
売
り
上

げ
が
11
年
ぶ
り
に
高
い

水
準
と
な
っ
て
お
り
、

農
作
物
の
価
格
が
上
昇

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
大

変
喜
ば
し
く
思
う
が
、

平
成
28
年
度
も
農
作
物

の
価
格
は
今
年
度
の
水

準
を
維
持
で
き
る
の

か
。（

工
藤
正
孝
議
員
）

 

【
市
場
長
答
弁
】

　
　

リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
は

輸
出
が
好
調
で
、
県
内

産
の
国
内
流
通
量
が
不

足
し
て
お
り
、
引
き
合

い
が
強
い
た
め
売
り
上

げ
が
伸
び
て
い
る
。

　
　

平
成
28
年
度
も
こ
の

傾
向
は
続
く
と
思
っ
て

い
る
。

向
け
給
付
金
が
約
３
千

３
０
０
人
、
障
害
・
遺

族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
が
約
５
５
０
人
と

見
込
ん
で
い
る
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定

 

【
問
】　

学
校
の
生
徒
が
、

課
外
活
動
な
ど
で
生

産
・
加
工
し
た
も
の
を

授
業
の
一
環
で
販
売
体

験
で
き
る
よ
う
、
町
が

建
設
し
た
施
設
の
管
理

者
を
指
定
す
る
際
に
協

力
要
請
で
き
な
い
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
町
長
答
弁
】　

そ
の
施

設
と
は
産
直
さ
ん
だ
ろ

う
と
思
う
が
、
町
は
管

理
を
指
定
し
、
運
営
を

任
せ
て
い
る
。

　
　

産
直
で
は
、
会
員
の

方
々
が
入
会
金
や
売
り

上
げ
の
数
パ
ー
セ
ン
ト

を
負
担
し
て
、
施
設
の

管
理
・
運
営
を
行
っ
て

い
る
。

　
　

販
売
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
な
い
こ
と
や
会

員
の
出
品
物
と
競
合
す

る
な
ど
の
様
々
な
理
由

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
指
定
管
理
を
受
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
団

体
に
担
当
課
を
通
じ
て

確
認
し
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
一
般
会
計
、

歳
入
）

 

【
問
】　

個
人
に
対
す
る

町
民
税
を
増
額
計
上
し

て
い
る
が
、
根
拠
は
何

か
。（

中
舘
文
雄
議
員
）

　 
【
税
務
課
長
答
弁
】　

個

人
の
町
民
税
に
つ
い
て

は
、
申
告
の
状
況
や
前

年
度
の
実
績
を
踏
ま
え

て
増
え
て
い
る
と
判
断

し
て
増
額
計
上
し
た
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
一
般
会
計
、

総
務
費
）

 

【
問
】　

明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
補
助
金
と
し

て
61
万
円
計
上
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
内

平
成
28
年
度
は
左
の
表

の
と
お
り
支
給
さ
れ

る
。

　
　

国
の
平
成
27
年
度
補

正
予
算
に
対
応
す
る
の

は
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
の
高

齢
者
向
け
給
付
金
と
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
の
２
つ
。

　
　

町
の
対
象
者
数
は
臨

時
福
祉
給
付
金
が
約
５

千
８
０
０
人
、
高
齢
者

容
の
事
業
を
す
る
の

か
。（

夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
総
務
課
長
答
弁
】　

ま

だ
具
体
的
な
内
容
は
決

定
し
て
い
な
い
が
、
投

票
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
投
票
さ
れ
た
方
の

う
ち
何
組
か
に
宿
泊
券

な
ど
の
特
典
を
つ
け
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
一
般
会
計
、

民
生
費
）

 

【
問
】　

年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

は
、
国
の
平
成
27
年
度

補
正
予
算
に
対
応
す
る

事
業
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
詳
し
く
は
ど
の
よ

う
な
事
業
で
、
町
内
の

対
象
者
は
何
人
に
な
る

の
か
。

（
西
野
耕
太
郎
議
員
）

 

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

給
付
金
に
は
臨
時
福

祉
給
付
金
と
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
の
２
種
類
あ
り
、

　◉ 主な議案（第 67回定例会）

【年金生活者等支援臨時福祉給付金】
　平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成28
年度中に65歳以上になる方１人につき３万円を支給する。

◆ 高齢者向け給付金

【年金生活者等支援臨時福祉給付金】
　平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、障害基
礎年金又は遺族基礎年金を受給している方１人につき３万円
を支給する。
※高齢者向け給付金の受給者を除く。

◆ 障害・遺族年金受給者向け給付金

　平成28年度の住民税が非課税の方１人につき３千円を支
給する。
※課税者の被扶養者や生活保護受給者等を除く。

◆ 臨時福祉給付金

◉ 
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会
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■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
一
般
会
計
、

農
林
水
産
業
費
）

 

【
問
】　

排
ガ
ス
規
制
等

で
農
業
機
械
の
本
体
価

格
が
１
割
ほ
ど
値
上
が

り
し
て
い
る
中
で
、
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
町
単
独
助
成
は
大
変

良
い
事
業
だ
と
思
う

が
、
申
し
込
み
に
あ
わ

せ
て
予
算
を
補
正
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
の

か
。（

久
保
利
樹
議
員
）

 

【
農
林
課
長
答
弁
】　

平

成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
町
単
独
予
算
の
助
成

事
業
で
、
町
の
財
政
状

況
を
考
え
て
上
限
２
０

０
万
円
の
３
台
分
、
６

０
０
万
円
を
毎
年
、
計

上
し
て
い
る
。

　
　

町
内
に
共
同
防
除
団

体
が
36
団
体
あ
る
が
、

ま
ず
は
１
団
体
ご
と
に

１
台
ず
つ
更
新
し
て
い

く
と
い
う
考
え
で
進
め

て
い
る
。

　

■
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

 

【
問
】
以
前
の
一
般
質
問

で
も
出
た
よ
う
に
、
防

風
網
の
修
繕
費
補
助
な

ど
、
国
・
県
の
補
助
事

業
の
活
用
も
重
要
だ

が
、
町
単
独
で
か
ゆ
い

と
こ
ろ
に
手
が
届
く
よ

う
な
事
業
を
実
施
で
き

な
い
か
。

（
工
藤
正
孝
議
員
）

 

【
町
長
答
弁
】　

町
は

様
々
な
国
・
県
の
補
助

事
業
に
対
し
て
、
町
単

独
で
補
助
率
の
か
さ
上

げ
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

農
家
か
ら
の
要
望
も

聞
い
て
い
る
た
め
、
事

業
の
実
施
に
関
す
る
予

算
の
確
保
を
含
め
、
可

能
か
ど
う
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 

【
問
】　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青

森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
補

助
金
は
人
件
費
分
を
補

助
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
年
最
後
と
い

う
認
識
で
良
い
も
の
な

の
か
。

　
　

人
件
費
と
し
て
で
は

な
く
、
何
か
事
業
を
委

託
す
る
よ
う
な
育
て
方

は
で
き
な
い
の
か
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

 

【
商
工
観
光
交
流
課
長
答

弁
】　

平
成
27
年
度
の

決
算
で
町
の
補
助
金
を

合
わ
せ
て
百
数
万
円
の

黒
字
が
で
た
と
報
道
さ

れ
た
。

　
　

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も

新
規
事
業
を
探
す
な
ど

の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
が
、
経
営
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

 

【
問
】　

有
害
鳥
獣
捕
獲

事
業
に
２
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
、
さ
ら
に
報

償
費
と
し
て
50
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
　

今
ま
で
よ
り
３
倍
近

い
予
算
と
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
点
が

変
わ
っ
た
の
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
農
林
課
長
答
弁
】　

報

償
費
は
有
害
鳥
獣
捕
獲

隊
の
隊
員
一
人
に
１
年

間
当
た
り
１
万
円
を
支

払
う
も
の
で
、
50
人
分

の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。

　
　

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

だ
が
、
平
成
28
年
度
か

ら
町
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
新

た
に
加
え
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
大
型

獣
の
た
め
、
ラ
イ
フ
ル

弾
を
使
用
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
、
散
弾
銃

の
弾
薬
代
も
２
倍
に
値

■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会

計
）

 

【
問
】　

現
在
、
チ
ェ
リ

ウ
ス
に
は
町
職
員
を
配

置
せ
ず
、
指
定
管
理
と

何
ら
変
わ
ら
な
い
関
与

で
、
責
任
の
所
在
も

は
っ
き
り
し
な
い
よ
う

に
感
じ
る
。

　
　

民
間
に
移
行
で
き
る

よ
う
に
感
じ
る
が
、
ど

う
か
。（

川
守
田
稔
議
員
）

 

【
町
長
答
弁
】　

チ
ェ
リ

ウ
ス
の
管
理
は
直
営
、

指
定
管
理
、
民
間
移
譲

と
様
々
あ
る
が
、
２
千

７
０
０
万
円
ほ
ど
町
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

民
間
に
移
譲
の
募
集
を

か
け
て
も
厳
し
い
と
思

わ
れ
る
。

　
　

行
政
改
革
で
町
職
員

を
配
置
し
て
い
な
い

が
、
担
当
課
が
し
っ
か

り
と
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

上
が
り
し
て
い
る
た

め
、
補
助
金
額
を
増
額

計
上
し
た
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
28
年
度
一
般
会
計
、

土
木
費
）

 

【
問
】　

定
住
対
策
と
い

う
こ
と
で
、
宅
地
造
成

の
測
量
設
計
業
務
委
託

料
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
計
画

に
な
る
の
か
。

（
滝
田
勉
議
員
）

 
【
建
設
課
長
答
弁
】　

剣

吉
駅
の
南
側
に
あ
る
旧

剣
吉
中
学
校
跡
地
を
宅

地
分
譲
す
る
も
の
で
、

詳
細
は
測
量
設
計
次
第

だ
が
、
30
か
ら
40
区
画

に
な
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
る
。

　◉ 議案に対する主な質疑（本会議、予算特別委員会）
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内　

容　

役
場
の
庁
舎
内

は
い
つ
も
暗
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
る
。

　

昔
は
、
地
域
の
相
談
役

が
町
民
を
先
導
し
て
い
た

よ
う
だ
が
、
延
長
上
の
よ

う
に
職
員
の
権
限
が
強
ま

る
こ
と
は
、
町
民
に
と
っ

て
良
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

役
場
に
町
民
が
見
え
て

も
席
を
立
と
う
と
し
な
い

職
員
で
あ
っ
て
は
、
町
の

発
展
は
望
め
な
い
。

　

町
民
み
ん
な
に
優
し
く

や
意
見
交
換
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
民
へ
の
情
報

提
供
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。

町　

長　

町
で
は
地
区
ご

と
に
担
当
保
健
師
を
配
置

し
、
地
区
の
保
健
推
進
委

員
や
民
生
児
童
委
員
、
行

政
員
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
住
民
に
対
し
て
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
支
援
が

必
要
な
方
に
対
し
て
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
町
保
健
師
が
中

心
と
な
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
、民
間
の
福
祉
施
設
、

ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
、

司
法
書
士
な
ど
、
必
要
に

応
じ
た
メ
ン
バ
ー
で
週
１

回
、
地
域
ケ
ア
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
町

の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
活
用
し
て
、

様
々
な
情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
。

親
切
で
、
明
る
く
親
し
み

や
す
い
役
場
と
す
る
た
め

に
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

町　

長　

結
論
を
申
し
上

げ
る
と
、
私
も
工
藤
議
員

と
同
じ
想
い
で
、
就
任
以

来
、
職
員
に
は
挨
拶
と
接

遇
を
指
導
し
て
い
る
。

　

訓
示
や
課
長
会
議
等
で

「
挨
拶
を
し
っ
か
り
し
て

ほ
し
い
」と
指
導
し
て
も
、

一
生
懸
命
な
職
員
と
そ
う

で
は
な
い
職
員
が
い
る
た

め
、
平
成
25
年
に
職
員
接

遇
向
上
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
徹
底
を
申
し
添
え

て
全
職
員
に
配
布
し
た
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

挨
拶
を
含
む
接
遇
の
指
針

と
し
て
職
員
が
自
分
を
振

り
返
る
た
め
に
作
成
し
た

も
の
で
、
昨
年
10
月
に
は

全
職
員
が
自
己
採
点
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に

し
て
改
善
を
指
示
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
町
単
独
で

開
催
し
た
接
遇
研
修
を
44

人
の
職
員
し
か
受
講
し
て

い
な
い
た
め
、
全
職
員
が

受
講
す
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま

る
人
事
評
価
に
は
、
町
独

自
に
挨
拶
の
評
価
項
目
を

加
え
、
人
材
育
成
の
一
つ

と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　

今
後
も
継
続
的
に
指
導

を
続
け
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
職
員
の
挨
拶
が
よ
く

な
っ
た
と
い
う
評
価
が
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組

み
た
い
。

　

介
護
施
設
の
整
備
強
化

は
、
利
用
し
や
す
く
な
る

一
方
で
、
介
護
給
付
費
増

大
の
影
響
か
ら
、
介
護
保

険
料
の
部
分
で
町
民
の
負

担
が
大
き
く
な
る
。

　

現
在
は
平
成
29
年
度
ま

で
の
第
６
期
町
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事

業
を
進
め
て
い
る
。

　

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
次
期
計
画
は
国
の
手

法
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

策
定
方
法
を
見
直
す
な

ど
、
町
独
自
の
施
策
を
実

現
で
き
る
計
画
に
し
て
い

き
た
い
。

　

施
設
充
実
を
待
ち
望
む

方
も
い
る
た
め
、
介
護
給

付
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

極
め
な
が
ら
、
元
気
な
高

齢
者
を
増
や
す
介
護
予
防

の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

内　

容　

町
で
は
医
療
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
包
括
的

に
生
活
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
し
て
い
る
が
、
民

間
事
業
者
を
含
め
た
情
報

内　

容　

政
府
は
介
護
離

職
者
ゼ
ロ
と
介
護
難
民
の

ケ
ア
を
目
指
し
て
福
祉
施

設
の
増
加
を
計
画
し
て
い

る
が
、
無
作
為
な
施
設
の

増
加
は
、
財
源
や
個
人
負

担
を
増
加
さ
せ
る
だ
け
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

施
設
を
利
用
す
る
町
民

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
よ
り
一

層
強
化
す
る
な
ど
、
介
護

保
険
計
画
の
策
定
手
順
に

新
た
な
試
み
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町　

長　

当
町
は
介
護
施

設
が
充
実
し
、
郡
内
の
自

治
体
と
比
較
し
て
も
定
員

数
が
倍
以
上
で
あ
る
。

　◉ 一般質問

町
職
員
の
明

る
い
あ
い
さ

つ
で
親
し
み
や
す

い
役
場
に

更
な
る
高
齢

化
社
会
に
向

け
福
祉
政
策
に
新

た
な
視
点
を

工藤　幸子 議員

松本　啓吾 議員

一

般

質

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

問

問

住
民
の
評
価

を
得
ら
れ
る

よ
う
に
今
後
も
継

続
し
て
指
導

答

元
気
な
高
齢

者
を
ふ
や
せ

る
町
独
自
の
計
画
に

答

地
域
包
括
ケ

ア
の
取
り
組

み
の
情
報
提
供
を

問

情
報
発
信
に

心
掛
け
て
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供 答
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内　

容　

ふ
る
さ
と
納
税

は
、
自
分
の
選
ん
だ
自
治

体
を
支
援
す
る
目
的
に

よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
と

理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
返
礼
品
の
拡

充
が
優
先
さ
れ
、
そ
れ
を

目
当
て
に
し
た
納
税
者
、

納
税
額
が
ふ
え
て
い
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

報
道
で
は
、
宮
崎
県
都

城
市
の
35
億
円
以
上
を
筆

頭
に
高
額
な
納
税
額
を
得

て
い
る
自
治
体
が
紹
介
さ

れ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
町

で
も
更
な
る
制
度
活
用
へ

の
検
討
が
必
要
と
考
え
、

次
の
こ
と
を
問
う
。

①
平
成
27
年
度
の
予
想
さ

れ
る
納
税
額
。

②
他
自
治
体
の
取
り
組
み

　◉ 一般質問

と
成
果
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

③
町
の
取
り
組
み
と
課
題

は
。

町　

長　

ふ
る
さ
と
納
税

は
、
自
治
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
応
援
し
よ
う
と
い
う

趣
旨
の
も
と
設
け
ら
れ
た

制
度
で
あ
る
。

①
平
成
27
年
度
の
町
へ
の

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
は

１
４
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
額

は
左
の
表
の
と
お
り
で
、

大
口
の
寄
付
が
あ
っ
た
年

は
１
０
０
万
円
前
後
と

な
っ
て
い
る
。

②
先
進
的
な
自
治
体
で
は

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
町

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
手
段

と
し
て
活
用
し
て
お
り
、

独
自
の
返
礼
品
を
企
画
し

て
多
く
の
寄
付
を
受
け
て

い
る
。

　

人
気
が
あ
る
返
礼
品
は

肉
類
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
還
元
率
の
高
い
電
化

製
品
な
ど
の
高
額
商
品
に

よ
る
、
特
典
競
争
が
過
熱

し
て
い
る
と
感
じ
る
部
分

も
あ
る
。

　

寄
付
額
以
上
の
高
額
な

返
礼
品
を
送
る
自
治
体
も

あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
趣
旨
が
忘
れ
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
部
分
も
あ
る
が
、
当

町
も
特
産
品
を
活
か
し
な

が
ら
多
く
の
方
々
か
ら
寄

付
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

③
現
在
、
町
の
返
礼
品
と

し
て
、
町
の
魅
力
で
あ
る

果
物
を
中
心
と
し
な
が

ら
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
農

産
物
を
送
付
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
加
工
品
の
充
実
や
食

品
以
外
の
返
礼
品
、
例
え

ば
宿
泊
施
設
等
の
利
用

券
、
農
業
体
験
へ
の
招
待

な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
魅
力
あ
る
品
目
の

選
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
が
運

営
す
る
専
門
サ
イ
ト
を
活

用
し
て
、
全
国
に
情
報
発

信
し
、
同
サ
イ
ト
で
寄
付

の
申
し
込
み
か
ら
決
済
ま

で
を
一
括
で
行
え
る
よ

う
、
手
続
き
を
簡
素
化
し

て
い
き
た
い
。

内　

容　

合
併
10
年
で
人

口
が
３
千
人
以
上
減
少
し

た
が
、従
前
と
変
わ
ら
ず
、

分
離
型
の
イ
ベ
ン
ト
等
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
は
、
継
続

も
大
事
だ
が
町
発
展
の
た

め
に
は
効
果
あ
る
改
革
も

必
要
と
考
え
、
次
の
こ
と

を
問
う
。

①
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
提
言
や
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討

る
た
め
、
具
体
的
決
定
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

②
三
地
区
の
産
業
ま
つ
り

は
、
商
工
業
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
も
の
、
リ
ン
ゴ
の

販
売
と
市
場
の
Ｐ
Ｒ
を
兼

ね
る
も
の
、
バ
ー
デ
ハ
ウ

ス
の
Ｐ
Ｒ
と
健
康
づ
く
り

に
寄
与
す
る
も
の
と
、
特

徴
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
も
地
域
に
定

着
し
て
お
り
、
一
つ
に
し

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
課
題
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
関
係
団
体
の

皆
さ
ん
と
協
議
を
進
め
て

行
き
た
い
。

を
し
た
の
か
。

②
町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
確
立
や
産
業
ま
つ
り

の
統
一
が
必
要
と
思
う

が
、
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
。

町　

長　

①
平
成
21
年
度

に
検
討
委
員
会
、
平
成
22

年
度
に
集
中
改
革
プ
ラ
ン

作
成
の
中
で
各
実
行
委
員

会
や
農
業
関
係
団
体
と
協

議
し
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン

ト
は
地
区
ご
と
に
特
徴
が

あ
り
、
調
整
が
困
難
で
あ

町のふるさと納税の実績
年度 納税総額 件数
H22年度 118万円 ４件
H23年度 128万円 ５件
H24年度 132万円 ８件
H25年度 46万円 ８件
H26年度 29万円 ５件

町の主なイベント
時期 名　称

２月 南部地方えんぶり
極寒祭 in チェリウス

５月 南部町春まつり
長谷ぼたん園開園

６月 南部町さくらんぼ狩り
７月 ジャックドまつり

８月 南部まつり
なんぶサマーフェスティバル

９月
名川秋まつり
とまべちまつり
南部七唄七踊り全国大会

11 月
南部町ながわ産業まつり
なんぶりんご市
ふくち特産品まつり

中舘　文雄 議員

ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
関

す
る
町
の
現
状
と

取
り
組
み

問

制
度
本
来
の

趣
旨
忘
れ
ず

に
町
の
魅
力
を
発

信 答

町
イ
ベ
ン
ト

等
の
見
直

し
・
検
討

問

地
域
に
定
着

し
て
い
る
た

め
非
常
に
難
し
い

課
題 答
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内　

容　

現
在
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
内
で
運
行
し
て

い
る
が
、
通
学
や
通
院
な

ど
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
の
た
め
に
各
自
治
体
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗

り
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
、

工
夫
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
八
戸
圏
域
定
住

自
立
圏
や
中
枢
都
市
圏
構

想
の
中
で
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
、
経
費
節
減

に
も
な
る
と
思
う
が
、
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

町　

長　

当
町
で
は
、「
南

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

県
は
平
成
28
年
度
に
サ

ク
ラ
ン
ボ
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
」
を
核
と
し
た
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
里
活
性
化
事
業
を

行
う
予
定
で
、
町
で
も
苗

木
購
入
費
用
と
し
て
１
８

０
万
円
を
計
上
し
た
。

　

町
は
、
県
の
方
針
や
情

報
提
供
に
基
づ
い
て
計
画

の
作
成
や
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
財

政
面
を
考
慮
し
、
農
業
の

町
と
し
て
町
独
自
の
支
援

を
考
え
な
が
ら
進
ん
で
い

き
た
い
。

部
町
多
目
的
バ
ス
」と「
な

ん
ぶ
里
バ
ス
」
を
運
行

し
て
お
り
、
近
隣
市
町
村

と
比
べ
運
行
ル
ー
ト
が
き

め
細
か
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。

　

各
自
治
体
で
は
、
鉄
道

や
路
線
バ
ス
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
が
行
き
届
か
な
い
空

白
地
域
の
解
消
や
地
域
活

性
化
、
通
学
、
通
院
な
ど

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ル
ー

ト
や
発
着
時
間
を
決
定
し

て
い
る
。

　

連
携
に
つ
い
て
だ
が
現

在
の
運
行
本
数
の
維
持
、

運
行
ル
ー
ト
の
構
築
及
び

経
費
負
担
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
る
。

　

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏

に
お
い
て
路
線
バ
ス
上
限

運
賃
化
事
業
に
取
り
組

み
、
八
戸
市
と
圏
域
間
の

路
線
バ
ス
の
運
賃
上
限
を

５
０
０
円
と
し
て
お
り
、

圏
域
内
８
市
町
村
の
約
９

千
人
が
利
用
し
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
各
自
治
体
が
電
車
や

通
学
な
ど
の
時
間
を
考
慮

す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

取
り
組
み
の
方
向
性
が
あ

る
と
思
う
が
、
当
町
と
し

て
は
問
題
提
起
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

内　

容　

県
の
試
算
で

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
で
県

内
の
農
林
水
産
物
の
生
産

額
は
コ
メ
を
含
め
て
約
81

億
円
の
減
少
と
な
る
。

　

県
は
、
生
産
者
の
不
安

や
懸
念
解
消
の
た
め
、
生

産
基
盤
の
強
化
、
担
い
手

確
保
、
販
路
拡
大
な
ど
を

目
的
に
事
業
展
開
す
る
と

し
て
い
る
。

　

県
の
取
り
組
み
に
対

し
、
町
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
試
算

は
し
て
い
る
の
か
。

町　

長　

県
は
、
今
年
１

月
20
日
の
第
３
回
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
本
部
会
議
に
お
い

て
、
下
の
表
の
と
お
り
対

　

農
業
用
の
機
械
と
施
設

の
整
備
に
最
大
２
分
の
１

を
補
助
す
る
事
業
で
、
報

告
期
限
が
２
月
１
日
と
短

い
な
か
、
希
望
す
る
農
家

は
対
応
に
追
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
業
採
択
を
受

け
る
た
め
の
条
件
も
非
常

に
厳
し
い
う
え
、
採
択
後

は
年
度
内
に
見
積
も
り
を

取
り
、
資
金
を
調
達
し
、

購
入
し
て
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど
、
支
援

は
あ
り
が
た
い
が
、
農
家

の
皆
さ
ん
が
活
用
し
や
す

い
事
業
に
し
て
い
た
だ
き

応
方
針
を
決
定
し
た
。

　

県
は
、
国
の
総
合
的
な

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
を
十
分

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

取
り
組
み
や
す
い
内
容
と

す
る
よ
う
、
国
に
対
し
て

積
極
的
に
提
案
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
と
し
て
今

年
１
月
20
日
に
成
立
し
た

国
の
平
成
27
年
度
補
正
予

算
事
業
で
は
、
同
月
22
日

に
県
か
ら
通
達
が
あ
り
、

町
は
同
月
23
日
ま
で
に
緊

急
の
回
欄
を
行
っ
て
希
望

者
を
募
っ
た
。

　◉ 一般質問

県ＴＰＰ協定対策本部の対応方針
【県本部ホームページ、農林水産業分野 抜粋】
①信頼・人のつながりを生かした一層の販路拡大
　ア）差別化による国内シェアの維持

（９事業、２億 2,381 万円）
　イ）更なる情報発信・販路開拓の強化

（４事業、5,036 万 5,000 円）
　ウ）輸出の拡大　　　　 （４事業、3,519 万円）

②高品質、安全・安心の磨き上げと将来を見据え
た産地形成及び生産基盤の強化
　ア）高品質、安全・安心に向けた生産体制の強
　　　化   　　（43事業、35億1,300万1,000円）
　イ）輸出拡大に向けた生産体制の強化

（４事業、2,023 万 2,000 円）
　ウ）高品質生産に向けた基盤づくり

（９事業、76億 6,739 万 8,000 円）

③本県農林水産業を支える担い手の育成
　ア）充実した経営安定対策確立に向けた国への
　　　働きかけ
　イ）国の制度活用に向けた体制整備

（１事業、136 万 3,000 円）
　ウ）高い経営力を持った人材の育成と支援

（11事業、４億 9,384 万 9,000 円）

西野　耕太郎 議員

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
自

治
体
間
で
連
携
を

問
自
治
体
ご
と

の
取
り
組
み

方
が
異
な
る
た
め

町
の
意
見
と
し
て

問
題
提
起

答

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関

す
る
取
り
組

み
と
対
応

問
県
の
方
針
や

情
報
を
参
考

に
町
独
自
の
支
援

や
取
り
組
み

答
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内　

容　

公
職
選
挙
法
の

改
正
で
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
が
る
。

　

自
治
体
が
抱
え
る
若
者

の
雇
用
や
県
外
流
出
、
少

子
化
、
後
継
者
不
足
な
ど

の
課
題
解
決
に
は
、
若
い

人
た
ち
の
力
が
大
き
く
影

響
し
て
く
る
と
考
え
る
。

　

年
齢
引
き
下
げ
は
夏
の

参
院
選
か
ら
適
用
さ
れ
る

が
、
若
い
有
権
者
の
政
治

参
加
に
つ
い
て
次
の
こ
と

を
問
う
。

①
町
の
18
歳
か
ら
19
歳
の

有
権
者
数
と
年
代
別
の
有

権
者
数
。

②
教
育
現
場
の
取
り
組

み
。

③
町
や
町
選
挙
管
理
委
員

会
の
具
体
的
取
り
組
み
。

町　

長　

③
町
の
各
種
計

画
の
策
定
に
お
い
て
積
極

的
に
若
者
を
登
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

当
町
は
直
近
２
回
の
選

挙
で
県
内
平
均
よ
り
低
い

投
票
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
予
算
に
若

年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
選
挙
啓
発
費
を
計
上
し

て
お
り
、
将
来
の
町
を
担

う
若
者
の
積
極
的
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
画
を
促

し
、
政
治
へ
の
興
味
・
関

心
を
高
め
る
対
策
を
講
じ

た
い
。

選
挙
管
理
委
員
長

①
平
成
27
年
12
月
時
点
の

年
代
別
有
権
者
数
、
公
職

選
挙
法
の
改
正
が
適
用
さ

れ
る
平
成
28
年
６
月
の
新

規
登
録
予
定
者
数
は
左
の

表
の
と
お
り
。

②
教
育
現
場
で
は
、
国
が

作
成
し
た
高
校
生
向
け
の

副
教
材
を
活
用
し
、
政
治

的
教
養
を
育
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

選
挙
の
具
体
的
な
仕
組

み
を
理
解
で
き
る
よ
う
、

模
擬
投
票
な
ど
を
通
し
て

啓
発
を
図
り
た
い
。

③
広
報
誌
等
で
の
啓
発
や

生
徒
会
選
挙
に
物
品
を
貸

し
出
す
な
ど
、
投
票
率
の

向
上
対
策
と
若
い
有
権
者

の
積
極
的
な
参
画
を
促
す

取
り
組
み
を
し
た
い
。

内　

容　
「
人
口
が
減
少

し
て
財
政
的
に
節
約
が
必

要
な
今
、
使
え
る
庁
舎
が

あ
る
の
に
な
ぜ
新
し
い
庁

舎
が
必
要
な
の
か
」

　
「
町
名
と
役
場
の
位
置

を
聞
い
た
か
ら
合
併
に
賛

成
し
た
の
に
、
新
庁
舎
の

建
設
が
何
も
知
ら
さ
れ
な

い
う
ち
に
進
ん
で
い
る
」

　

こ
れ
は
約
10
年
前
に
当

時
の
首
長
か
ら
合
併
の
経

緯
や
内
容
の
説
明
を
受
け

て
、
賛
成
し
た
町
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
る
声
の
一

部
で
あ
る
。

　

私
は
、
合
併
協
定
書
変

更
の
可
能
性
が
少
し
で
も

あ
れ
ば
、
事
前
に
全
町
民

に
説
明
し
、
承
諾
を
得
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

町
は
平
成
27
年
度
事
業

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

合
併
協
定
は
合
併
時
に

必
要
な
部
分
を
協
議
し
て

調
印
し
て
い
る
も
の
で
、

「
永
遠
に
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
」
と
し
て

取
り
決
め
て
い
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

　

現
に
、
合
併
後
に
庁
舎

建
設
を
し
た
自
治
体
で

は
、
庁
舎
の
場
所
は
移
動

し
て
お
り
、
庁
舎
に
限
ら

ず
、
変
更
の
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
議
会
に
諮
り
、

議
決
を
受
け
て
変
更
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
合
併
し
た
こ
と

に
よ
り
、
合
併
特
例
債
と

い
う
特
別
な
予
算
が
活
用

で
き
る
が
、
こ
れ
は
仮
に

10
億
円
を
借
り
る
と
、
あ

と
か
ら
７
割
の
７
億
円
が

国
か
ら
の
交
付
税
と
し
て

町
に
入
っ
て
く
る
も
の

で
、
平
成
32
年
度
を
過
ぎ

る
と
活
用
で
き
な
い
。

　

将
来
の
子
ど
も
た
ち
に

財
政
負
担
を
与
え
な
い
よ

う
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
色
々
な
角
度
か
ら
検

討
・
議
論
を
重
ね
て
判
断

し
て
い
き
た
い
。

で
庁
舎
建
設
調
査
業
務
を

進
め
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
と
結
果
を
お
知
ら
せ
願

う
。

町　

長　

大
分
、
誤
解
し

て
い
る
部
分
が
あ
る
と
思

う
た
め
、
そ
の
部
分
の
説

明
も
し
た
い
。

　

現
在
、「
事
務
室
面
積

や
机
の
大
き
さ
な
ど
窓
口

と
執
務
空
間
の
把
握
」「
分

庁
舎
方
式
を
継
続
し
た
場

合
の
住
民
の
利
便
性
と
業

務
の
効
率
」「
統
合
庁
舎

を
建
設
し
た
場
合
の
庁
舎

と
敷
地
の
面
積
、
概
算
工

事
費
」
の
３
項
目
を
業
務

委
託
し
て
調
査
中
で
あ

り
、
新
庁
舎
建
設
は
白
紙

の
状
態
で
あ
る
。

　

今
後
は
全
世
帯
の
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

調
査
業
務
報
告
書
の
結
果

を
も
と
に
、
分
庁
舎
の
継

続
か
、
統
合
庁
舎
建
設
か

に
つ
い
て
町
民
の
利
便
性

を
考
慮
し
な
が
ら
、
議
員

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討

町の年代別有権者数
年代 人数 割合
 20 歳代 1,395 人 8.4％
 30 歳代 1,718 人 10.4％
 40 歳代 2,297 人 13.9％
 50 歳代 2,735 人 16.6％
 60 歳代 3,416 人 20.7％
 70 歳代 2,482 人 15.0％
 80 歳代 2,006 人 12.2％
 90 歳代 441 人 2.7％
100 歳代 13 人 0.1％
合計 16,503 人 100.0％

町の平成 28年６月の
新規登録予定者数

年齢 人数
18 歳 209 人
19 歳 174 人
20 歳 92 人

　◉ 一般質問

滝田　勉 議員

夏堀　嘉一郎 議員

選
挙
権
年
齢

の
引
き
下
げ

に
応
じ
て
若
い
力

と
発
想
を
政
治
の

場
に 問

町
の
各
種
計

画
策
定
な
ど

積
極
的
に
若
者
を

登
用 答

選
挙
の
具
体

的
な
仕
組
み

を
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
な
取
り
組
み

答

庁
舎
建
設
調

査
業
務
の
結

果
と
内
容
の
報
告

を 問

現
在
調
査
中

で
庁
舎
建
設

は
ま
っ
た
く
の
白

紙
状
態

答
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内　

容　

地
方
交
付
税
の

削
減
が
間
近
に
せ
ま
る
な

か
、
地
方
自
治
体
は
独
自

に
財
源
を
確
保
す
る
と
い

う
姿
勢
に
転
換
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

例
え
ば
、
民
間
資
金
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
金

融
機
関
か
ら
の
起
債
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
、
ふ
る

　

非
常
に
深
刻
な
問
題
だ

と
受
け
止
め
、
町
の
対
応

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

町　

長　

町
中
学
生
を
対

象
と
し
た
今
年
度
の
若
年

生
活
習
慣
病
予
防
健
康
診

査
で
は
、
74
・
７
％
の
生

徒
が
異
常
あ
り
と
診
断
さ

れ
た
。

　

異
常
の
割
合
が
高
い
の

は
脂
質
異
常
が
23
・
８
％
、

糖
代
謝
が
20
・
５
％
と
体

に
余
分
な
糖
を
持
っ
た
生

徒
が
多
い
と
の
結
果
が
出

て
い
る
。

　

結
果
を
も
と
に
保
護

者
・
生
徒
・
保
健
師
の
三

者
面
談
を
実
施
し
、
栄
養

指
導
や
生
活
習
慣
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

中
学
生
の
若
年
健
診
は

三
者
面
談
を
含
め
て
町
独

自
の
取
り
組
み
で
、
今
後

も
強
化
し
て
い
き
た
い

が
、
家
庭
で
健
康
に
つ
い

て
の
会
話
を
す
る
こ
と
も

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

さ
と
納
税
な
ど
、
ど
の
様

に
対
応
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
か
。

　

町
補
助
金
に
頼
ら
な
い

農
・
商
・
工
業
等
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
か
。

町　

長　

合
併
10
年
が
経

過
し
て
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
が
終
了
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
を
も
と

に
試
算
し
た
結
果
、
平
成

33
年
度
ま
で
は
約
８
億
４

千
万
円
の
減
額
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　

民
間
資
金
の
借
り
入
れ

だ
が
、
利
率
を
比
較
し
た

場
合
に
公
的
機
関
の
方
が

有
利
で
あ
る
た
め
、
町
と

し
て
は
極
力
、
利
率
の
低

い
、
有
利
な
資
金
を
手
当

て
し
た
い
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
、
賛
同
し
て
い
た

だ
い
た
方
の
地
域
へ
の
愛

着
、
地
域
資
源
の
見
直
し

に
つ
な
が
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
先
行
し
て

い
る
自
治
体
の
事
例
や
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

調
査
し
て
み
た
い
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
つ
い
て

は
、
交
付
税
が
削
減
さ
れ

る
な
か
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
地

域
に
根
差
し
た
民
力
と
行

政
が
相
互
に
連
携
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
角
度
か
ら

の
検
証
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

農
・
商
・
工
の
各
種
団

体
は
、
最
初
か
ら
補
助
金

あ
り
き
と
い
う
考
え
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

団
体
運
営
上
、
厳
し
い

面
も
想
像
で
き
る
た
め
、

町
の
発
展
に
寄
与
す
る
活

動
費
に
充
て
て
い
た
だ
く

よ
う
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。

に
月
額
２
万
円
を
３
年
間

交
付
し
て
お
り
、
過
去
９

年
間
で
37
人
が
申
し
込

み
、
う
ち
34
人
が
現
在
も

農
業
を
続
け
て
い
る
。

　

な
お
、
離
職
し
た
方
か

ら
は
補
助
金
を
全
額
返
納

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
の
青
年
就
農

給
付
金
事
業
は
、
個
人
に

年
額
１
５
０
万
円
、
夫
婦

に
年
額
２
２
５
万
円
を
最

長
５
年
間
交
付
す
る
も
の

で
、
過
去
４
年
間
で
個
人

10
人
、
夫
婦
３
組
が
事
業

を
活
用
し
、
全
員
が
現
在

も
農
業
を
続
け
て
い
る
。

　

新
規
就
農
者
に
限
ら

ず
、
農
業
機
械
や
施
設
の

整
備
に
対
す
る
国
・
県
の

事
業
に
、
町
独
自
で
補
助

額
の
か
さ
上
げ
を
し
て
い

る
。

　

農
業
の
厳
し
さ
は
認
識

し
て
お
り
、
若
い
方
々
に

職
業
の
選
択
肢
と
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
施
策
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

内　

容　

中
学
生
を
対
象

と
し
た
若
年
健
診
で
約
６

割
の
生
徒
に
何
ら
か
の
異

常
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

内　

容　

町
で
は
「
南
部

農
夢
（
な
ん
ぶ
の
ゆ
め
）」

の
設
立
や
南
部
太
ネ
ギ
な

ど
、若
い
農
業
者
の
活
気
・

活
躍
が
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
農
業
の
後
継

者
不
足
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
新
規
就
農

者
支
援
事
業
は
、
非
常
に

大
事
な
事
業
だ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
近
年
の
申
し

込
み
実
績
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

町　

長　

町
新
規
就
農
者

支
援
事
業
は
、
新
規
の
学

卒
及
び
後
継
就
農
者
に
月

額
３
万
円
、
定
住
就
農
者

用　語　解　説

◆ＰＦＩ
　公共施設等の建設、維持
管理、運営等を民間の資金、
経営能力及び技術的能力を
活用して行う手法。
　プライベート・ファイナ
ンス・イニシアティブ。

◆クラウドファンディング
　インターネットを活用し
て、事業、企画、目標金額、
募集期間を紹介し、賛同を
得た不特定多数の方から活
動資金を調達する方法。

　◉ 一般質問

川守田　稔 議員

久保　利樹 議員

地
方
交
付
税

や
補
助
金
に

頼
ら
な
い
町
づ
く

り
を 問

地
方
交
付
税

が
削
減
さ
れ

て
い
く
た
め
様
々

な
角
度
で
検
証

答

農
業
の
担
い

手
を
確
保
す

る
た
め
の
町
の
取

り
組
み

問
職
業
の
選
択

肢
と
し
て
農

業
を
選
ん
で
い
た

だ
け
る
施
策

答

町
中
学
生
の

健
康
状
態
の

改
善
を
問

保
護
者
・
生

徒
・
保
健
師

に
よ
る
三
者
面
談

な
ど
今
後
も
指
導

を
強
化

答
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バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
や

停
留
所
の
位
置
、
利
用
者

の
状
況
や
要
望
、
課
題
な

ど
に
つ
い
て
担
当
課
の
説

明
を
受
け
、協
議
の
結
果
、

次
の
と
お
り
意
見
を
ま
と

め
て
報
告
し
ま
し
た
。

《
総
括
意
見
》

①　

例
え
ば
、
麦
沢
か
ら
高

橋
、
小
泉
、
苫
米
地
、
片

岸
を
経
由
し
て
、
バ
ー
デ

ハ
ウ
ス
に
至
る
路
線
で

は
、
東
あ
か
ね
地
区
を
経
由
す
る
と
更
に
利
用
者
が
増

え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

住
民
か
ら
地
域
間
の
交
流
が
で
き
る
と
喜
び
の
声
が

聞
か
れ
る
た
め
、
利
便
性
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②　

事
故
等
の
な
い
よ
う
、
速
度
や
乗
降
時
の
確
認
な
ど

に
配
慮
さ
れ
た
い
。

③　

利
用
者
が
少
な
い
バ
ス
も
見
受
け
ら
れ
、
住
民
か
ら

「
必
要
性
」
に
疑
念
の
声
も
聞
か
れ
る
が
、
交
通
弱
者

の
生
活
を
支
え
る
事
業
の
性
質
上
、
縮
減
は
難
し
い
た

め
、
小
型
の
バ
ス
や
乗
用
車
に
切
り
替
え
る
な
ど
の
工

夫
を
さ
れ
た
い
。

　
　

青
森
県
が
開
発
し
た
サ

ク
ラ
ン
ボ
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
」
の
苗
木
確
保
や
県
と

町
の
事
業
展
開
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
流
入
調
査
の
動
向

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

次
の
と
お
り
意
見
を
ま
と

め
て
報
告
し
ま
し
た
。

《
総
括
意
見
》

◆
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
産
地
化

①　

国
や
県
任
せ
で
は
な
く
、

　

町
と
し
て
先
進
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

②　

町
の
振
興
会
や
研
究
会
が
台
木
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
町
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
充
実
さ
せ
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
産
地
化
を
進
め
ら
れ
た
い
。

③　

県
の
開
発
品
種
で
評
価
が
高
い
た
め
、
県
内
外
で
産

地
化
さ
れ
て
い
く
恐
れ
も
あ
る
。
当
町
が
産
地
と
し
て

他
地
域
か
ら
認
知
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◆
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
状
況

①　

今
後
も
被
害
調
査
を
継
続
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

②　

委
員
会
と
し
て
今
後
も
機
を
捉
え
て
調
査
し
て
い
き

た
い
。

　
　

町
の
幼
稚
園
・
保
育
園

の
民
営
化
に
伴
う
、
引
き

継
ぎ
の
進
捗
状
況
や
影
響

な
ど
に
つ
い
て
担
当
課
か

ら
説
明
を
受
け
、
次
の
と

お
り
意
見
を
ま
と
め
て
報

告
し
ま
し
た
。

《
総
括
意
見
》

①　

移
管
作
業
は
、
子
ど
も

た
ち
の
心
情
に
配
慮
し
て

順
調
に
進
ん
で
い
る
印
象

を
受
け
た
。

　
　

保
護
者
の
負
担
と
な
る

制
服
等
の
更
新
や
地
域
（
施
設
）
独
自
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
民
間
事
業
者
か
ら
継
続
す
る
な
ど
の
配
慮
を
い

た
だ
け
る
よ
う
だ
が
、
町
は
保
護
者
の
意
向
を
民
間
事

業
者
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

②　

土
曜
日
・
日
曜
日
の
預
か
り
な
ど
、
民
営
化
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は
期
待
が
持
て
る
。

　
　

た
だ
し
、
職
員
の
確
保
が
難
し
い
未
満
児
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
連
携
し
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

③　

住
民
の
意
見
を
伝
え
る
手
段
で
あ
る
第
三
者
委
員
会

が
形
骸
化
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
進
め
ら
れ
た
い
。

　◉ 常任委員会報告

総
務
企
画
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

多
目
的
バ
ス
・
里
バ
ス
運
行
事
業
を
調
査

（
２
月
10
日
）

（
２
月
２
日
）

サ
ク
ラ
ン
ボ
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
の
産
地

化
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
状
況
を
調
査

幼
稚
園
・
保
育
園
の
民
営
化
を
調
査

（
１
月
27
日
）
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なんぶ議会だより

　

町
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫

が
待
ち
遠
し
い
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の
内

容
に
つ
い
て
、
数
値
や
注
釈
を

交
え
な
が
ら
、
よ
り
伝
わ
り
や

す
く
な
る
よ
う
心
掛
け
て
編
集

し
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
議

場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、

紙
面
で
は
伝
え
き
れ
な
い
熱
の

こ
も
っ
た
議
論
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長　

工
藤　

幸
子 

記

　◉ 常任委員会報告、議会傍聴　など

平成28年度の各常任委員会の調査内容が決定しました
≪構成議員≫
委 員 長　川守田　　稔　　議員
副委員長　山　田　賢　司　議員
委　　員　工　藤　幸　子　議員
　 〃 　　滝　田　　勉　　議員
　 〃 　　夏　堀　嘉一郎　議員

総務企画常任委員会
１．町有地（遊休地）の現地調査　【時期：７月】
２．消防屯所、集会所の現状と整備予定地の現
　　地調査　【時期：７月】

≪構成議員≫
委 員 長　工　藤　正　孝　議員
副委員長　根　市　　勲　　議員
委　　員　夏　堀　文　孝　議員
　 〃 　　西　野　耕太郎　議員
　 〃 　　坂　本　典　男　議員

産業建設常任委員会
１．町営地方卸売市場及び南部地区町営住宅
　　の現状　【時期：７月】
２．ジュノハート（苗木）の購入状況　【時期：２月】
３．町営卸売市場の流通状況　【時期：２月】

≪構成議員≫
委 員 長　沼　畑　俊　一　議員
副委員長　中　舘　文　雄　議員
委　　員　馬　場　又　彦　議員
　 〃 　　八木田　憲　司　議員
　 〃 　　久　保　利　樹　議員
　 〃 　　松　本　啓　吾　議員

教育民生常任委員会
１．学校訪問（校舎大規模改修）　【時期：７月】
２．健康戦略事業（健康宣言関係）の取り組み
　　結果と課題　【時期：２月】

編
集
後
記

まべち笑楽校が議会傍聴

　まべち笑楽校では、65 歳以上の生徒が、１年
間を通じて、国語、算数、理科、社会、音楽、体
育などの授業を受けながら、交流を深めています。

授業の一環として、傍聴にお越しくだ
さいました。　　　          （３月８日）

南部地区婦人会が議会傍聴
　研修を兼ねて議会を傍聴しました。
　昨年９月に改選のあった議会ですが、議場では
若い議員も見られ、町政発展のために年齢・性別
問わず、一生懸命に議論を交わす姿は、とても頼
もしく感じました。

南部地区婦人会　会長　中村 てい 氏 記

 （３月７日）

議会傍聴にお越しください
　平成 27 年度の決算を審査する９月定例会は、
９月初旬に開会の予定です。
　８月下旬には日程が決まりますので、役場本庁
舎３階の議場まで傍聴にお越しください。

問い合わせ　☎ 0178-84-2124（議会事務局）
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ジャックドまつり第25回

▼７月９日（土）
　13：00 ／出店コーナーオープン
　15：00 ／ダンスバトル
　15：30 ／名農豊穣太鼓
　17：00 ／さくらんぼ種飛ばし大会
　18：00 ／フラ＆タヒチアンショー
　18：30 ／ＧＭＵ Music Live
　19：00 ／白神 Special Live 2016
　20：15 ／ジャックド花火大会

会場／南部町ふれあい公園

▼７月 10 日（日）
　 9：00 ／出店コーナーオープン
　10：00 ／スーパーマリオブラザーズ
　 マリオ～握手会・撮影会～
　10：45 ／民謡・舞踊の祭典
　12：15 ／ふくち YOSAKOI 大会
　13：15 ／スーパーマリオブラザーズ
　 マリオ～握手会・撮影会～
　14：00 ／なまず勝ち抜き競泳会
　15：00 ／桜田マコト LIVE
　15：45 ／こんちはるものまねライブ
　16：30 ／ドランク鈴木＆ラバーガール
　 ＆ブルーセレブ　大爆笑ライブ
問合せ　商工観光交流課（本庁舎）
　　　　☎ 0178-84-2119

料
金
（
60
分
食
べ
放
題
）

▽
中
学
生
以
上　

１
０
０
０
円

▽
小
学
生　
　
　
　

７
０
０
円

▽
３
歳
以
上　
　
　

３
０
０
円

※
団
体
要
予
約

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
農
園
あ
り

受
付
・
問
合
せ

　

な
が
わ
農
業
観
光
案
内
所

　

〒
０
３
９
―
０
５
０
１　

　

南
部
町
大
字
上
名
久
井
大
渋
民
山
23
―
２

　

☎
０
１
７
８
―
76
―
３
０
２
０

ラバーガール

ドランクドラゴン　鈴木

ブルーセレブ


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29
	30
	31
	32

